
第 42 回久慈地方産業まつり復興感謝祭は 
10 月 15 日と16 日、アンバーホール周辺で 
開催。子どももちつき大会では「よいしょー！」
と、力を合わせてもちをつく、親子の元気
な声が響きわたりました（関連記事 18㌻）

よ
い
し
ょ
ー

!!

浜  勝負どころ
Ｐ２―５
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浜 

勝
負
ど
こ
ろ

東
日
本
大
震
災
で
大
き
な
被
害
を
受
け
な

が
ら
も
、
こ
れ
か
ら
も
海
で
生
き
て
い
く

こ
と
を
決
め
、
立
ち
上
が
っ
た
漁
業
者
。

11
月
中
旬
か
ら
12
月
に
か
け
て
最
盛
期
を

迎
え
る
秋
サ
ケ
漁
は
、
そ
ん
な
漁
業
者
に

と
っ
て
も
、
久
慈
市
の
漁
業
全
体
に
と
っ

て
も
重
要
な
存
在
で
す
。

特
に
、
定
置
網
漁
を
行
う
漁
業
者
は
秋
サ

ケ
漁
に
再
起
を
か
け
て
い
ま
す
。

生
活
の
立
て
直
し
を
か
け
た
正
念
場
―
。

浜
は
今
、
勝
負
ど
こ
ろ
を
迎
え
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。（
５
㌻
ま
で
）

腕にぐっと力を込め、網を起こす小袖定置網組合の組合員

３� 広報くじ№136

　

久
慈
市
の
漁
業
に
壊
滅
的
な
被

害
を
及
ぼ
し
た
東
日
本
大
震
災
。

震
災
発
生
か
ら
７
カ
月
あ
ま
り
が

経
過
し
、
漁
港
施
設
や
漁
船
な
ど

の
復
旧
が
進
む
中
、
秋
サ
ケ
漁
の

最
盛
期
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。

　

11
月
中
旬
か
ら
12
月
に
か
け
て

ピ
ー
ク
を
迎
え
る
秋
サ
ケ
漁
は
、

久
慈
市
の
漁
業
に
と
っ
て
重
要
な

存
在
で
す
。

　

市
営
魚
市
場
の
平
成
22
年
度
水

揚
げ
量
（
左
上
表
）
で
は
サ
ケ

は
２
番
目
に
多
く
、
全
体
の
12
・

３
％
。
イ
カ
は
56
・
８
％
と
半
分

以
上
を
占
め
て
い
ま
す
が
、
こ
の

数
字
は
市
外
の
船
に
よ
る
水
揚
げ

も
含
ま
れ
た
も
の
。
一
方
、
サ
ケ

は
全
て
が
市
内
の
水
揚
げ
で
、
イ

カ
に
比
べ
て
取
引
単
価
も
高
く
、

特
に
定
置
網
漁
を
行
う
漁
業
者
の

大
き
な
収
入
源
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

定
置
網
と
は
、
魚
を
捕
る
た
め

の
網
を
綱
や
杭
で
海
底
に
設
置
し

た
固
定
式
の
漁
具
の
一
つ
。
魚
を

網
の
中
へ
と
誘
い
込
む
よ
う
な
構

造
に
な
っ
て
い
て
、
中
に
入
っ
た

魚
を
網
を
巻
き
上
げ
る
な
ど
し
て

一
挙
に
捕
獲
し
ま
す
。

　

北
海
道
・
東
北
地
方
の
秋
サ
ケ

漁
は
こ
の
定
置
網
漁
が
中
心
で
す
。

昨
年
、
市
内
で
も
定
置
網
13
カ
統

が
設
置
さ
れ
、
盛
ん
に
漁
を
行
っ

て
い
ま
し
た
。
大
震
災
で
船
や
網

は
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
が
、

漁
業
者
の
熱
意
と
努
力
に
よ
り
、

10
月
中
旬
ま
で
に
９
カ
統
ま
で
回

復
し
て
い
ま
す
。

　

久
慈
市
漁
業
協
同
組
合
の
嵯
峨

松
男
参
事
は
、
定
置
網
漁
と
秋
サ

ケ
漁
の
重
要
性
を
語
り
ま
す
。

　
「
定
置
網
漁
は
新
造
船
の
到
着

な
ど
に
よ
り
11
月
中
に
は
７
割
程

度
回
復
す
る
見
込
み
で
す
。
サ
ケ

の
水
揚
げ
は
定
置
網
漁
の
回
復
具

合
が
鍵
に
な
り
ま
す
。
漁
業
者
の

大
き
な
収
入
源
で
も
あ
る
サ
ケ
が

捕
れ
る
か
ど
う
か
は
今
後
の
死
活

問
題
。
漁
の
最
盛
期
を
迎
え
る
11

月
と
12
月
が
勝
負
ど
こ
ろ
で
す
」。

　

力
の
こ
も
っ
た
言
葉
か
ら
は
強

い
意
気
込
み
と
、
必
死
さ
が
感
じ

ら
れ
ま
す
。

■表／ 22 年度市営魚市場水揚げ量
魚種 水揚げ量 割合
イカ 6,878.3㌧ 56.8％

サケ ･ マス 1,488.7㌧ 12.3 ％
サンマ 978.0㌧ 8.1％
イワシ 628.9㌧ 5.2％

サバ 420.9㌧ 3.5％
その他 1,714.7㌧ 14.1％

合計 1 万 2,109.5㌧ 100.0％
※ 0.1㌧未満は四捨五入しています

　

11
月
と
12
月
に
勝
負
ど
こ
ろ
を

迎
え
る
の
は
来
春
の
稚
魚
放
流
に

向
け
た
サ
ケ
の
捕
獲
も
同
じ
で
す
。

　

サ
ケ
は
約
４
年
か
け
て
生
ま
れ

た
場
所
に
戻
っ
て
く
る
習
性
が
あ

る
た
め
、
将
来
の
水
揚
げ
量
確
保

の
た
め
に
も
採
卵
し
、
稚
魚
を
放

流
す
る
こ
と
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

　

久
慈
川
漁
業
協
同
組
合
で
は
例

年
２
７
５
０
万
匹
の
稚
魚
を
放
流

し
て
き
ま
し
た
が
、
大
震
災
で
久

慈
川
河
口
に
あ
っ
た
採
捕
場
は
全

壊
。
上
流
側
に
移
築
し
、
川
を
遡

上
し
て
く
る
サ
ケ
の
捕
獲
最
盛
期

に
備
え
、
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

同
組
合
の
嵯
峨
清
悟
課
長
は

「
震
災
で
状
況
は
大
き
く
変
わ
り

ま
し
た
が
、
何
と
か
サ
ケ
を
確
保

し
、
例
年
同
様
の
放
流
数
を
目
指

し
ま
す
」
と
意
欲
を
み
せ
ま
す
。

　

定
置
網
漁
も
稚
魚
放
流
も
、
携

わ
る
人
た
ち
は
誰
も
が
必
死
で
す
。

近づく最盛期
誰もが必死―
最盛期が近づく秋サケ漁。久慈市の漁業
にとって重要な時期を控え、携わる人は
誰もが必死になっています。

秋
サ
ケ
漁
の
重
要
性

上流側に移築した久慈川漁協
のサケ採捕場。今後、採卵作
業場なども整備する予定です

言葉に力を込める嵯峨参事

鍵
と
な
る
定
置
網
漁

確
保
の
た
め
放
流
も

　９月末現在、市営魚市場の本年度
水揚げ量は 5,296㌧で、前年同期と
比べて 112.2％と増えています。
　東日本大震災で大打撃を受けなが
らも、水揚げ量が増えた一番の要因
は夏イカの豊漁。製氷工場と給油施
設を早期に復旧できたため、多くの
外来船を受け入れることができ、イ

カ の 水 揚 げ は 3,753 ㌧、 前 年 度 比
176.5％に上っています。
　震災前 617 隻あった漁船は９割以
上が被害。函館義援船などにより登
録数は約 250 隻まで増加しています。

１／魚市場に水揚げされた大量の夏イカ
２�／船に氷を補充。製氷工場などの復旧

が外来船の受け入れを支えました

１

２

漁
業
の
状
況
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　船が無ければ仕事にならない。待ちに
待った船が届き、船がないときとは気持
ちが全く違います。漁に出て網を起こせ
ることを、皆が喜んでいるようです。
　これから何としてでもサケを捕ってい
かなければなりません。これからピーク

を迎える秋サケ漁に、それぞれが強い思
いを持って臨んでいます。
　自分たちが生きる場所は、この海です。
生きていれば何とかなる。震災で被害を
受けた、えびす漁場も立て直し、11 月に
はどうにか漁を軌道に乗せたいです。

ここが生きる場所。どうにか漁を軌道に―� 大久保 廣高  小袖定置網組合・船頭

　

大
震
災
で
船
や
漁
具
を
失
い
、

収
入
を
得
る
す
べ
を
奪
わ
れ
て
し

ま
っ
た
漁
業
者
。
窮
地
に
立
た
さ

れ
な
が
ら
も
、
懸
命
な
努
力
を
続

け
、
漁
再
開
に
こ
ぎ
つ
け
る
人
が

少
し
ず
つ
増
え
て
き
ま
し
た
。

　

小
袖
定
置
網
組
合
も
大
震
災
で

所
有
す
る
船
４
隻
全
て
を
失
い
ま

し
た
が
、
震
災
後
早
々
に
臨
時
総

会
を
開
き
、
漁
を
続
け
る
こ
と
を

決
定
。
船
は
石
川
県
の
造
船
業
者

に
い
ち
早
く
発
注
し
ま
し
た
。

　

待
望
の
新
造
船
「
第
38
大
漁

丸
」
は
10
月
上
旬
に
到
着
。
漁
を

行
う
「
赤
磯
」
と
「
え
び
す
」
２

つ
の
漁
場
の
う
ち
、
ひ
と
ま
ず
赤

磯
の
準
備
を
整
え
、
17
日
か
ら
定

置
網
漁
を
再
開
し
ま
し
た
。

　

漁
再
開
３
日
目
の
10
月
19
日
４

時
20
分
。
肌
を
突
く
寒
さ
の
中
、

組
合
員
は
日
が
昇
る
前
か
ら
黙
々

と
漁
の
準
備
を
進
め
て
い
ま
し
た
。

　

組
合
員
は
真
新
し
い
第
38
大
漁

丸
と
震
災
後
に
調
達
し
た
中
古
船

の
２
隻
に
乗
り
込
み
、
小
袖
漁
港

を
５
時
前
に
出
港
。
５
分
ほ
ど
船

を
進
め
、
漁
場
に
到
着
し
ま
し
た
。

　

２
隻
が
網
を
は
さ
む
よ
う
に
対

面
す
る
と
、
組
合
員
は
、
あ
う
ん

の
呼
吸
で
網
起
こ
し
を
開
始
。
そ

れ
ぞ
れ
の
持
ち
場
で
機
敏
に
動
き
、

腕
に
力
を
込
め
網
を
引
き
上
げ
ま

し
た
。「
ほ
れ
、
い
だ
ぞ
！
」。
作

業
開
始
か
ら
約
30
分
、
船
の
近
く

ま
で
引
き
寄
せ
た
網
の
中
に
は
、

し
ぶ
き
を
上
げ
る
サ
ケ
や
サ
バ
な

ど
の
姿
が
。
す
ぐ
さ
ま
魚
を
船
へ

と
積
み
揚
げ
る
と
、
船
は
市
営
魚

市
場
に
針
路
を
と
り
ま
し
た
。

　

魚
市
場
で
の
水
揚
げ
で
も
組
合

員
は
手
際
よ
く
作
業
。
こ
の
日
は

サ
ケ
や
サ
バ
、
シ
ョ
ッ
コ
な
ど
約

１
㌧
の
水
揚
げ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

漁
再
開
を
喜
び
、
勢
い
づ
く
組

合
員
。
漁
業
と
生
活
の
立
て
直
し

を
―
。
再
起
を
か
け
る
海
の
男
た

ち
は
、
最
盛
期
が
迫
る
秋
サ
ケ
漁

に
意
欲
を
燃
や
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
海
が
自
分
た
ち
の
生
き
る

場
所
―
。
大
震
災
に
見
舞
わ
れ
、

船
や
漁
具
な
ど
を
失
い
な
が
ら
も
、

漁
業
を
生
業
と
し
続
け
、
漁
に
再

起
を
か
け
る
漁
業
者
。
漁
の
現
場

は
、
そ
の
強
い
意
気
込
み
で
あ
ふ

れ
て
い
ま
す
。

　

例
年
よ
り
高
い
海
水
温
が
影
響

し
て
か
、
10
月
ま
で
の
サ
ケ
の
水

揚
げ
量
は
低
迷
気
味
で
す
が
、
定

置
網
漁
が
回
復
し
、
最
盛
期
を
迎

え
る
こ
れ
か
ら
が
勝
負
ど
こ
ろ
。

大
震
災
で
漁
が
遅
れ
た
分
を
少
し

で
も
取
り
戻
そ
う
と
、
漁
業
者
は

皆
、
必
死
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
漁
協
の
皀
健
一
郎
組
合
長
は

意
気
込
み
を
語
り
ま
す
。

　
「
完
全
復
旧
は
ま
だ
ま
だ
で
す

が
、
正
直
、
あ
の
大
き
な
被
害
か

ら
よ
く
こ
こ
ま
で
復
旧
し
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。
函
館
か
ら
届
い

た
義
援
船
な
ど
、
温
か
い
支
援
も

い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り

が
た
い
こ
と
で
す
。
低
迷
気
味
と

は
い
っ
て
も
サ
ケ
は
こ
れ
か
ら
が

本
番
で
す
。
何
と
し
て
で
も
捕
り

た
い
と
誰
も
が
思
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
海
の
男
は
、
海
で
生
き
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ

れ
し
か
な
い
。
や
る
し
か
な
い
の

で
す
。
み
ん
な
の
力
を
合
わ
せ
、

久
慈
の
港
に
以
前
の
活
気
を
取
り

戻
し
た
い
と
思
い
ま
す
」。

　

や
る
し
か
な
い
―
。
力
を
込
め

た
言
葉
か
ら
は
、
揺
る
ぎ
な
い
決

意
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

１

２

４

３５

３�／腕に力を込め、網をぐっと引き上げる。作業を進
める乗組員の表情は皆真剣（5:13）

４�／網起こしの作業開始から約 30 分。船の近くまで引
き寄せた網の中では、魚がしぶきを上げる（5:36）

５�／網から船に揚げられる大量の魚。これを数回繰り
返す。最盛期にはこの何倍もの量が揚がる（5:40）

１�／出港を控え船上で
は準備が進む（4:49）

２�／赤磯漁場付近に到
着。暗がりの中、両
手で船を誘導（5:00）

定置網漁
の現場

赤磯漁場
10 月 19 日

再起をかける
海の男たち―
大震災後も漁業を生業とし、漁に出続け
る漁業者。10 月 17 日から定置網漁を再
開した小袖定置網組合を取材しました。

早
々
に
継
続
を
決
定

漁
再
開
に
勢
い
づ
く

港
に
活
気
を   

揺
る
ぎ
な
い
決
意

光と希望あふれるように―
朝日を浴びながら進められる水揚げ作業。
輝く朝日のように、さらに港に光と希望が
あふれることを、祈らずにはいられません

海の男は
海で生きる｡
やるしかない
のです―

久慈市漁業協同組合

  皀  健一郎  組合長

　

最
盛
期
を
迎
え
る
秋
サ
ケ
漁
に

加
え
、
ア
ワ
ビ
も
口
開
け
さ
れ
る

11
月
。
ア
ワ
ビ
漁
は
函
館
義
援
船

の
お
か
げ
で
全
漁
業
生
産
部
が
行

え
る
見
通
し
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

大
震
災
で
誰
も
が
苦
し
さ
や
悲

し
さ
、
悔
し
さ
を
経
験
し
た
は
ず
。

そ
れ
で
も
屈
せ
ず
、
立
ち
上
が
る

漁
業
者
の
姿
を
見
る
と
、
豊
漁
を

祈
ら
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。　

　

秋
か
ら
冬
へ
、
寒
さ
が
増
し
て

い
く
中
、
迎
え
る
勝
負
の
正
念
場
。

こ
れ
か
ら
も
海
で
生
き
て
い
く
―
。

大
震
災
に
も
屈
し
な
か
っ
た
久
慈

の
漁
業
者
は
、
強
い
気
持
ち
で
歩

み
を
進
め
、
港
に
活
気
と
希
望
を

取
り
戻
す
こ
と
で
し
ょ
う
。

意
気
込
み
あ
ふ
れ
る

こ
れ
か
ら
も
海
で
―
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・
ユ
リ

▼
タ
ナ
カ
・
ケ
イ
コ
▼
チ
バ
ケ
ン
・

イ
シ
イ
・
タ
ケ
ヒ
コ
▼
ト
チ
ギ
・
ユ

ウ
キ
▼
ハ
ナ
リ
・
ジ
ュ
ン
、
ハ
ヤ
シ
・

シ
オ
▼
ミ
ヤ
モ
ト
・
ト
シ
ア
キ
▼
ム

ラ
タ
・
ハ
シ
メ

【
そ
の
他
】
▼
匿
名
２
件

■
県
外
■

【
東
京
都
】
▼
新
日
本
婦
人
の
会

【
そ
の
他
】
▼
匿
名
１
件

■
県
内
■

【
盛
岡
市
】
▼
（
社
）
岩
手
県
測
量

設
計
業
協
会
【
二
戸
市
】
▼
二
戸
ガ

被災者への救援支援物資、義援金、市への寄付金

９月 11日～ 10 月 10 日受付分

　東日本大震災で大きな被害を受けた
本市に、多くの救援支援物資や義援金、
市への寄付金が、全国各地から寄せら
れました。９月 11 日～ 10 月 10 日まで
に受け付けた分は次のとおりです。（敬
称略）熱い支援ありがとうございます。熱い支援に感謝

※
可
能
な
限
り
、
支
援
者
か
ら
の
申
し
出
な
ど
に
基
づ
い
て
掲
載
し
ま
し
た
が
、
名
称
な
ど
に
間
違
い
が
あ

る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す

■
県
外
■

【
秋
田
県
】
▼
（
株
）
タ
ニ
タ
秋
田

【
神
奈
川
県
】
▼
泉
沢
久
枝

【
三
重
県
】▼
メ
カ
ウ
イ
ン
グ
ス（
株
）

【
大
阪
府
】
▼
都
設
計
工
業
（
株
）・

大
阪
商
工
会
議
所
後
継
者
練
成
塾
Ｏ

Ｂ
会
（
楽
天
会
）

【
沖
縄
県
】
▼
名
護
市

■
県
外
■

【
茨
城
県
】
▼
中
山
亜
津
紗

【
埼
玉
県
】
▼
矢
津
将
也

【
千
葉
県
】
▼
関
口
英
行
▼
船
木
陽

子【
東
京
都
】
▼
（
有
）
源
▼
青
柳
静

子
▼
大
林
修
子
▼
荻
野
由
美
子
▼
兼

田
博
光
▼
五
味
秀
春
▼
酒
井
敏
彦
▼

坂
口
弦
太
郎
▼
重
岡
菜
穂
子
▼
永
峰

高
志
▼
降
旗
貴
雄
▼
堀
井
精
一
▼
俣

野
賢
仁
▼
村
井
将
▼
や
す
み
り
え

【
神
奈
川
県
】
▼
青
山
聖
樹
▼
市
川

雅
典
▼
銅
銀
久
弥
▼
飛
澤
浩
人
▼
布

ス
（
株
）

■
市
内
■

【
個
人
】
▼
匿
名
１
件

　

市
で
は
、
久
慈
市
地
震
災
害
義

援
金
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
義
援
金
は
、
東
日
本
大
震

災
で
被
災
し
た
久
慈
市
の
皆
さ
ん

に
分
配
さ
れ
ま
す
。
ご
協
力
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▼
受
付
期
間

　

平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で

▼
受
付
場
所
（
現
金
）

①
社
会
福
祉
課
（
市
役
所
１
階
）

②
山
形
総
合
支
所

③
各
支
所
（
宇
部
、
侍
浜
、
山
根
）

▼
そ
の
他
の
受
付
方
法

①�

現
金
書
留
…
宛
先
は
こ
ち
ら

　

〒
０
２
８
―
８
０
３
０

　

久
慈
市
川
崎
町
１
番
１
号

　

久
慈
市
役
所
社
会
福
祉
課

※
表
に
「
救
助
用
郵
便
」
と
明
記

②�

口
座
振
込
…
金
融
機
関
名
や
口

座
番
号
な
ど
は
、
上
の
枠
「
義

援
金
」
の
と
お
り
で
す

※�

10
月
10
日
現
在
、
久
慈
市
に
寄

せ
ら
れ
た
義
援
金
は
８
７
７
件
、

７
４
９
７
万
１
６
６
３
円
で
す

問
社
会
福
祉
課
☎
52
―
２
１
１
９

届けられた作品に笑みを浮かべる園児

　リトアニア共和国クライペダ市が本
市の姉妹都市であることが縁となり、同
国の子どもたちが復興の願いを込めて
制作した約 330 点のメッセージカード
や雑貨などが久慈市に届けられました。
　かわいらしい花や青空などが描かれ

た心温まる作品は９月まで久慈湊保育
園に展示。中には日本語で「ともだち」
と書かれた作品もあり、園児は作品を通
してリトアニアの優しさにふれました。
　かなりや組の横道心

み

優
ゆ う

ちゃんと堀越
希

の

空
あ

くんは「かわいい絵とかを、いっ
ぱい届けてくれてうれしい！」と目を
輝かせて喜んでいました。

リトアニアの優しさに笑顔

救
援
支
援
物
資

　

東
日
本
大
震
災
で
大
き
な
被
害
を

受
け
な
が
ら
、
７
月
か
ら
９
月
ま
で

素
潜
り
漁
の
実
演
を
行
っ
た
小
袖
北

限
の
海
女
の
会
（
大
向
広
子
会
長
）。

同
会
は
、
実
演
期
間
の
最
後
の
日
曜

日
と
な
っ
た
９
月
25
日
、
小
袖
海
女

セ
ン
タ
ー
周
辺
で
「
北
限
の
海
女
感

謝
の
日
」
を
開
き
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
大
向
会
長
は
「
地
域
の

に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻
し
た
い
、
伝
統

を
残
し
た
い
と
思
い
、
実
演
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
全
国
か
ら
の
力
強
い

励
ま
し
を
力
に
し
、
今
年
も
活
動
で

き
た
こ
と
に
感
謝
し
ま
す
」
と
あ
い

TOPICS　　北限の海女感謝の日

感謝を込め、来場者にウニを手渡す北限の海女

支援　PICKUP

TOPICS
東日本大震災支援関係

TOPICS　　母校の久慈高で演劇披露

家族愛を表した感動のラストシーン新井代表

　

久
慈
高
校
卒
業
生
の
新
井
浩
介

（
本
名
・
細
越
幸
司
）
さ
ん
が
代

表
を
務
め
る
演
技
集
団
・
朗ろ

う

は
９

月
30
日
、
同
校
で
演
劇
「
Ｓす

ｋか

ｙい

～
あ
の
空
の
向
こ
う
に
」
を
披
露
。

新
井
さ
ん
が
同
校
に
申
し
出
て
た

こ
と
で
公
演
が
実
現
し
ま
し
た
。

　
「
Ｓ
ｋ
ｙ
～
」
は
新
井
さ
ん
の

脚
本
で
、
交
通
事
故
で
突
然
妻
子

を
失
っ
た
男
性
が
、
家
族
愛
や
友

情
な
ど
の
絆
に
ふ
れ
、
前
に
進
ん

で
い
く
と
い
う
感
動
作
。
役
者
は

熱
の
こ
も
っ
た
演
技
で
生
徒
た
ち

に
日
常
の
大
切
さ
を
訴
え
ま
し
た
。

　

阿
部
遥は

る
か

さ
ん
（
２
年
）
は
「
学

校
に
被
災
し
た
人
も
い
る
中
、
大

切
な
も
の
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し

た
」
と
感
動
。
新
井
さ
ん
は
「
時

代
を
担
う
生
徒
た
ち
。
人
の
絆
を

支
え
に
し
、
日
々
の
一
瞬
一
瞬
を

大
切
に
生
き
て
い
っ
て
ほ
し
い
で

す
」
と
願
い
を
込
め
て
い
ま
し
た
。

さ
つ
。
県
内
外
か

ら
駆
け
つ
け
た
観

客
を
前
に
、
思
い

を
込
め
ま
し
た
。

　

続
く
素
潜
り
の

実
演
で
は
、
９
月

下
旬
で
水
温
も
下

が
っ
て
い
る
に
も

上�／全国からの励ましに感謝す
る大向会長（左から３人目）

下�／しなやかな動きで潜り、ウ
ニを採る海女。観客は大拍手

か
か
わ
ら
ず
、
５
人
が
海
に
潜
り
、

次
々
と
ウ
ニ
を
採
取
。
来
場
者
は
、

そ
の
し
な
や
か
な
動
き
と
見
事
な

伝
統
の
業
を
食
い
入
る
よ
う
に
見

つ
め
、
感
動
と
激
励
の
拍
手
を
何

度
も
何
度
も
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　

大
阪
府
か
ら
訪
れ
た
栗
田
陽ひ

ろ

志し

さ
ん
、
喜き

久く

代よ

さ
ん
夫
妻
は
「
す

ー
っ
と
潜
っ
て
い
く
姿
が
と
て
も

格
好
良
か
っ
た
で
す
。
本
当
に
感

動
し
ま
し
た
。
ウ
ニ
の
味
も
最
高
。

こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
ほ
し
い
で

す
」
と
、
熱
い
エ
ー
ル
を
送
っ
て

い
ま
し
た
。

小袖北限の海女の会

全国からの
励まし力に
感謝の実演

演技集団・朗

日常の大切さ
演劇で訴え

　東日本大震災復興支援「芸
協出前寄席」は 10 月３日、
アンバーホールで開催。見事
な落語やマジックショーで観
客 840 人に笑いと元気を届
けました。桂歌丸さんは「今
こそ日本が一丸に。皆さんの
復興を心から願っています」
と思いを込めていました。

復興願い笑いと元気

　10 月 16 日、日本電動式遊
技機工業協同組合（里見治理
事長）と回胴式遊技機商業組
合（伊豆正則理事長）から、
15 人乗りワゴン車１台が市に
寄贈されました。車両は当面、
震災復興作業員の移動などに
活用した後、患者輸送などへ
の活用を検討する予定です。

作業支援にワゴン車

　大分県から助成を受け、大
分県森林組合連合会が復興を
願って製作した木製ベンチ５
脚が 10 月３日、久慈市に寄
贈されました。かわいらしい
イヌをかたどった温かみのあ
るベンチは中町イベント広場
に設置。11 月には東屋も巽山
公園に設置される予定です。

大分から温かベンチ

見事な話術は名人芸。観客
を爆笑させた桂歌丸さん

イヌの形が愛らし
い心温まるベンチ

寄
付
金

【振込】
岩手銀行久慈中央支店

普通預金 2057188
久慈市地震災害義援金

※入金前に下記まで
連絡をお願いします

社会福祉課☎ 52 － 2119

【現金】
市役所で受け付け中

義
援
金

市
災
害
義
援
金
に

　

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

市役所前で贈呈式
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あ
る
こ
と
が
縁
と
な
り
、
交
流
が

実
現
し
ま
し
た
。

　

同
日
は
日
立
市
の
久
慈
小
・
久

慈
中
の
保
護
者
と
地
域
住
民
で
構

成
す
る
久
慈
地
区
青
少
年
育
成
会

の
山や

ま

縣が
た

彰あ
き

徳の
り

会
長
と
川
上
一
夫
副

会
長
が
訪
問
。
全
校
児
童
を
前
に
、

お
互
い
に
頑
張
ろ
う
と
の
思
い
が

込
め
ら
れ
た
、
日
立
市
の
子
ど
も

た
ち
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
映
像
と
横
断

幕
、
千
羽
鶴
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

児
童
を
代
表
し
、
中
井
美み

智さ
と

さ

ん
（
久
慈
小
６
年
）
は
「
元
気
を

た
く
さ
ん
も
ら
い
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
励
ま
し
合
い
、
元
気
に
生

活
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
お
礼
。

続
い
て
全
校
児
童
で
校
歌
を
合
唱

し
、
エ
ー
ル
を
返
し
ま
し
た
。

　

山
縣
会
長
は
「
今
回
の
交
流
が
、

子
ど
も
た
ち
の
元
気
と
、
お
互
い

に
一
歩
前
に
進
む
き
っ
か
け
に
な

れ
ば
」
と
願
っ
て
い
ま
し
た
。

市と大川目全町内会が協定を締結

町一体で要援護者支援を
　

大
川
目
町
の
全
15
町
内
会
が
９

月
27
日
、
災
害
時
要
援
護
者
名
簿

の
共
有
に
つ
い
て
、
市
と
個
人
情

報
保
護
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し

ま
し
た
。

　

市
役
所
で
開
か
れ
た
調
印
式
に

は
大
川
目
町
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

の
外
舘
孝
会
長
、
大
川
目
地
区
民

　

発
達
障
が
い
に
対
す
る
正
し
い

理
解
を
広
め
る
た
め
に
活
動
し
て

い
る
「
久
慈
・
子
ど
も
と
成
長
す

る
親
の
会
か
ら
ふ
る
（
細
越
郁
美

会
長
）」
の
会
員
が
中
心
と
な
り
、

活
動
の
活
性
化
を
目
指
し
て
「
か

ら
ふ
る
き
っ
ず
（
繁
名
桂
子
代

表
）」
を
設
立
。
申
請
を
受
け
た

市
は
、
同
団
体
を
市
内
12
番
目
の

特
定
非
営
利
活
動
法
人
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
）
に
認
証
す
る
こ
と
を
決
定

し
、
10
月
18
日
、
市
役
所
で
認
証

書
交
付
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

同
団
体
か
ら
３
人
が
出
席
。
認

証
書
交
付
後
、
山
内
隆
文
市
長
は

「
悩
み
や
課
題
は
尽
き
な
い
と
思

い
ま
す
が
、
今
回
の
認
証
が
前
進

す
る
大
き
な
一
歩
に
な
る
こ
と
を

期
待
し
ま
す
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

　

繁
名
代
表
は
「
障
が
い
が
あ
る

人
が
一
個
人
と
し
て
、
地
域
の
中

で
当
た
り
前
の
暮
ら
し
が
で
き
る

地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
ま

す
」
と
決
意
。
細
越
郁
美
副
代
表

も
「
今
後
の
活
動
を
通
し
、
障
が

い
が
あ
る
子
が
地
域
と
ふ
れ
あ
え

る
機
会
を
提
供
し
て
い
き
た
い
で

す
」
と
意
欲
を
み
せ
て
い
ま
し
た
。

　

同
団
体
は
来
年
度
か
ら
本
格
的

に
事
業
を
展
開
予
定
。
障
が
い
が

あ
る
子
ど
も
へ
の
支
え
と
療
育
の

充
実
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

生
児
童
委
員
協
議
会
の
山
口
満
会

長
な
ど
18
人
が
出
席
。
町
を
代
表

し
て
外
舘
会
長
と
山
口
会
長
、
そ

し
て
山
内
隆
文
市
長
の
３
人
が
協

定
書
に
調
印
し
ま
し
た
。

　

調
印
を
終
え
て
、
山
内
市
長
は

「
今
回
の
協
定
で
、
よ
り
支
え
合

い
の
活
動
が
広
が
れ
ば
」
と
期
待
。

外
舘
会
長
と
山
口
会
長
は
「
地
域

で
は
高
齢
者
だ
け
の
世
帯
も
増
え

て
い
ま
す
。
普
段
か
ら
見
守
り
や
、

声
掛
け
を
し
、
支
え
合
う
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
」

と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

　

町
一
体
と
な
っ
て
同
協
定
を
締

結
す
る
の
は
侍
浜
町
に
続
き
２
例

目
。
今
回
で
同
協
定
を
締
結
し
た

の
は
33
町
内
会
に
な
り
ま
し
た
。

災
害
時
な
ど
、
い
ざ
と
い
う
と
き

特
に
必
要
に
な
る
地
域
で
の
支
え

合
い
。
今
後
、
取
り
組
み
の
さ
ら

な
る
広
が
り
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

PICKUPNEWS

　

10
月
17
日
、
久
慈
小
学
校
（
大

芦
賢
一
校
長
・
児
童
７
０
１
人
）

に
、
茨
城
県
日
立
市
の
久
慈
町
に

あ
る
久
慈
小
学
校
か
ら
、
復
興
応

援
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
き
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
日
立
市

の
久
慈
小
児
童
も
住
宅
な
ど
に
被

害
。
被
災
地
同
士
、
同
じ
校
名
で

　意識も呼吸もない―。命
が危険にさらされたとき、
倒れた人の命綱になるもの
がＡＥＤ（自動体外式除細
動器）と心肺蘇生法。久慈
管内では、消防や教育機関
などが連携して各学校の授
業の中でＡＥＤと心肺蘇生
法を指導し、子どもたちへ
の普及を目指しています。
　９月 30 日には山形中学
校で授業を実施。小学校の
ころから繰り返し学んでき
た生徒たちは、この日も真
剣な表情で、命を救う方法
を確認していました。
　橋本康平くん（２年）は
「今日で４回目。いざとい
うときは勉強したことを生
かして、倒れた人を助けて
あげたいです」と意欲。指
導した松岡良治先生は「高
齢者と一緒に暮らす生徒も
多い。何かあったとき、す
ぐ動ける生徒になってほし
いです」と願っていました。

久慈小に茨城県同名校から応援メッセージ

励まし合って一歩前―

日立市から届いた応援の横断幕に、笑顔で喜ぶ久慈小児童

子どもたちは学んでいます

救命方法！

真剣な表情で取り組む山形中の生徒

SCHOOL

SUPPORT

今後の活動にみなぎる意欲。右から２人目が繁名代表

ＡＥＤ
の設置場所

　ＡＥＤは、機械が操作手
順を教えてくれるため、誰
でも簡単に使用できます。
各地区の学校や医療機関の
ほか公共施設、福祉施設な
どに設置されています。
　久慈広域連合消防本部Ｈ
Ｐに設置場所を掲載してい
ますので、ご確認ください。

問久慈広域連合消防本部
☎ 53 － 0119

■代表者　繁名桂子代表
■会員数　10 人
■事業内容
　障がいがある小学生以下
の子どもの成長を促す児童
デイサービス事業を柱とし
て、家族などを対象とした
相談、地域との交流活動な
どを来年度から実施予定。
　今後の活動や入会の問い
合わせなどは下記アドレス
へ気軽にお寄せください。
■ info@colorful-kids.com

団体の概要

イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

か
ら
ふ
る
く
ま
さ
ん

地域の支え合い活動に意欲をみせる出席者
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NPO 障がいに、支えと療育の充実を
からふるきっずをＮＰＯ法人に認証

わたしの主張県大会などで市内生徒が続々入賞

秋も文化・スポーツで大活躍！
　

夏
に
続
き
、
秋
も
生
徒
た
ち
が

県
大
会
な
ど
で
大
活
躍
！

　

９
月
22
日
、
滝
沢
村
で
開
か
れ

た
第
13
回
わ
た
し
の
主
張
県
大
会

で
は
、
久
慈
地
区
代
表
で
小
田
優ゆ

う

斗と

く
ん
（
宇
部
中
３
年
）
が
出
場
。

地
区
大
会
同
様
、
見
事
な
ス
ピ
ー

チ
で
優
秀
賞
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

同
日
、
盛
岡
市
で
開
か
れ
た
第

58
回
国
際
理
解
・
国
際
協
力
の
た

め
の
高
校
生
の
主
張
コ
ン
ク
ー
ル

県
大
会
（
兼
県
高
校
総
合
文
化
祭

弁
論
部
門
）
で
は
鹿
糠
冴さ

俊と
し

く
ん

（
久
慈
東
高
３
年
）
が
最
優
秀
賞
。

10
月
24
日
に
東
京
都
で
開
か
れ
た

中
央
大
会
で
も
熱
弁
し
ま
し
た
。

　

ま
た
久
慈
拓
陽
支
援
学
校
高
等

部
の
中
森
優ゆ

う

弥や

く
ん
（
２
年
）
は
、

競
技
記
録
や
生
活
態
度
な
ど
が
評

価
さ
れ
、
第
11
回
全
国
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
大
会
の
本
県
代
表
に
選
出
。

10
月
22
日
～
24
日
に
山
口
県
で
開

か
れ
た
同
大
会
で
は
男
子
１
０
０

㍍
、２
０
０
㍍
、男
女
混
合
リ
レ
ー

の
３
種
目
に
出
場
し
、
１
０
０
㍍

で
第
３
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

ACTIVITY

　ずっと出場したかっ
た全国大会。ふさわし
い選手になれるよう普
段の生活も練習も頑張
ってきました。目標と
する先輩の記録を更新
できてうれしいです！

中森優
ゆ う

弥
や

くん
（久慈拓陽支援学校高等部２年）

鹿糠冴
さ

俊
と し

くん
（久慈東高校３年）

小田優
ゆ う

斗
と

くん
（宇部中３年）

第 58 回国際理解・国際
協力のための高校生の主張
コンクール県大会最優秀賞

第 11 回全国障害者
スポーツ大会出場
男子 100㍍第３位

第 13 回わたしの主張
県大会優秀賞

　「みんなに笑顔の心
を届けたい」という自
分の思いを精一杯伝え
ようと頑張りました。
これからも笑顔を忘れ
ず、普段の生活から頑
張っていきたいです！

　日本と国際連合の災
害対応のあり方などに
ついて、自分の考えを
訴えました。多くを考
えさせられた大震災。
普段からの備えと対策
が必要だと思います。

※
全
国
大
会
で
の
中
森
く
ん
の
詳
し
い
結
果
な
ど
は
、
広
報
12
月
１
日
号
で
改
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す



 PICKUPNEWS&INFO

　曲の選定など成人式の企
画運営に携わる実行委員を
募集します。思い出に残る
記念事業を自分たちの手で
つくりあげてみませんか。

　次のすべてに該当する人
①�平成３年４月２日～平成
４年４月１日生まれ
②�実行委員会議と成人式に
参加できる人

※�会議は 11 月中旬から 12 月
まで４回程度開催（夜間）

　11 月 10 日 ( 木 ) までに
電話か FAX で社会文化課に
申し込みください。
　FAX の場合は「成人式実
行委員希望」と明記し、住
所・氏名・生年月日・電話
番号・職業（学生は学校名）
も記入して送信ください。

問社会文化課☎ 52-2700
                          FAX52-2730 

岩手県算数数学研究大会を久慈で開催

学習能力向上に向けて研究深めるEDUCATION

ジオパークに関する復興座談会を開催

地形・地質の観光活用に  意見交わすGEOPARK

1 8 日 14 時～

久慈市成人式
開催日時など

丁寧に説明する田高研究員

研究発表では授業での工夫や指導成果を説明

　

市
は
９
月
28
日
、
ジ
オ
パ
ー
ク

と
観
光
再
生
を
テ
ー
マ
に
し
た
復

興
座
談
会
を
や
ま
せ
土
風
館
で
開

催
。
一
種
の
自
然
公
園
で
あ
る
ジ

オ
パ
ー
ク
に
つ
い
て
説
明
し
、
観

光
へ
の
活
用
方
法
に
つ
い
て
出
席

者
と
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
市
産
業
振
興
部
の
下

舘
満
吉
部
長
が
「
奇
岩
怪
石
が
連

な
る
海
岸
線
や
山
々
を
も
っ
と
観

光
に
活
用
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
意
見
を
お
願
い
し
ま

す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

説
明
は
、
市
の
田
高
正
博
ジ
オ

パ
ー
ク
研
究
員
が
担
当
。
全
国
の

事
例
や
市
内
の
地
形
・
地
質
な
ど

を
紹
介
し
な
が
ら
、「
大
地
に
は

太
古
の
ド
ラ
マ
が
秘
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
組
み
合
わ
せ
方
し
だ
い
で
、

観
光
の
魅
力
を
高
め
る
こ
と
が
で

き
る
と
思
い
ま
す
」
と
ジ
オ
パ
ー

ク
の
可
能
性
を
述
べ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
意
見
交
換
。
出
席
者

か
ら
は
、
普
及
に
向
け
た
人
材
育

成
や
学
習
機
会
の
提
供
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

近
年
、
注
目
が
集
ま
り
つ
つ
あ

る
ジ
オ
パ
ー
ク
。
市
は
今
後
も
活

用
方
法
な
ど
の
研
究
を
進
め
ま
す
。

　ジオパークとは、重要性
や美しさがある地質遺産を
含む「大地の公園」。９月
末現在、日本ジオパークに
20 地域が認定、うち５地域
が世界で認定され、地域活
性化にも貢献しています。
　岩手県も世界ジオパーク
認定を目指し、いわて三陸
ジオパーク研究会を昨年３
月に設立。市も独自に調査
を行うなど、ジオパーク推
進に取り組んでいます。

ジオパーク概要

イメージ・侍浜地区の海岸線

観光関係者など約 50 人が出席

●

▶�会場…アンバーホール
▶�対象…平成３年４月２日
～平成４年４月１日まで
に生まれた人

■市内に住民登録している
対象者には 12 月上旬にハ
ガキでご案内します。
■市外にお住まいの人で、
参加を希望する場合は、12
月 15 日 ( 木 ) までに社会文
化課にご連絡ください。

成人式を自分たちの手で！

実行委員を募集
●

●

●

●

応募資格

申込方法

昨年度の成人式

講師の笠井氏

　文部科学省教科調査官の
笠井健一氏が「算数・数学
科 に お け る 言 語 活 動 の 充
実」と題して記念講演。笠
井氏は「子どもたちの考え
る 力 や 表 現 力 を 伸 ば す た
め、授業では読み書きと会
話も大切にし、子どもたち
が考えを深められるように
することが必要です」と訴
え。授業で実践しやすいよ
うにと、指導のポイントや
指導例も紹介しました。

記念講演

あいさつする宇部委員長

　

小
・
中
学
校
の
教
職
員
が
授
業

の
充
実
と
、
子
ど
も
た
ち
の
学
習

能
力
向
上
に
向
け
て
研
究
す
る
第

52
回
岩
手
県
算
数
研
究
大
会
・
第

43
回
同
数
学
研
究
大
会
は
10
月
14

日
、
市
内
催
事
場
で
開
か
れ
ま
し

た
。
同
大
会
が
久
慈
市
で
開
か
れ

る
の
は
平
成
５
年
以
来
18
年
ぶ
り
。

久
慈
地
区
を
中
心
に
県
内
各
地
か

ら
約
２
５
０
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

大
会
実
行
委
員
会
の
宇
部
澄
男

委
員
長
（
久
慈
中
学
校
校
長
）
は

「
算
数
・
数
学
の
学
力
向
上
は
当

地
区
で
も
課
題
の
一
つ
。
こ
の
研

究
大
会
を
今
後
の
授
業
に
役
立
て

た
い
と
思
い
ま
す
」
と
力
を
込
め

て
あ
い
さ
つ
。
亀
田
公
明
教
育
長

な
ど
３
人
が
祝
辞
を
述
べ
た
後
は
、

記
念
講
演
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

講
演
終
了
後
は
５
班
に
分
か
れ
、

子
ど
も
の
育
成
や
算
数
・
数
学
の

指
導
方
法
な
ど
に
つ
い
て
研
究
発

表
。
久
慈
小
学
校
と
久
慈
中
学
校

に
会
場
を
移
し
て
か
ら
は
、
公
開

授
業
と
分
科
会
も
行
い
ま
し
た
。

　

大
会
か
ら
今
後
の
指
導
の
ヒ
ン

ト
を
探
ろ
う
と
、
教
職
員
は
皆
真

剣
。
子
ど
も
た
ち
の
育
成
の
た
め
、

研
究
を
深
め
ま
し
た
。

　

10
月
～
来
年
３
月
分
の
子
ど
も

手
当
は
、
新
し
い
法
律
に
よ
り
支

給
額
な
ど
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

　

手
当
を
受
給
す
る
に
は
、
申
請

が
必
要
で
す
。
対
象
に
な
る
お
子

さ
ん
を
持
つ
全
て
の
人
に
申
請
書

な
ど
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
忘

れ
ず
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
方
法

　

�

必
要
書
類
を
添
え
、
市
役
所
１

階
・
子
育
て
支
援
課
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
（
山
形
町
の
人
は

山
形
総
合
支
所
で
も
申
請
可
）

問子育て支援課☎ 52 － 2169

子ども手当  申請忘れずに

▼
必
要
書
類
な
ど

　

�

①
印
鑑
②
請
求
書
（
お
知
ら
せ

に
同
封
）
③
受
給
者
本
人
と
対

象
に
な
る
子
ど
も
の
健
康
被
保

険
者
証
（
コ
ピ
ー
可
）
④
手
当

振
込
先
の
通
帳
（
銀
行
名
、
支

店
名
、
口
座
名
義
、
番
号
が
分

か
る
部
分
の
コ
ピ
ー
可
）

※
必
要
に
応
じ
て
追
加
提
出
あ
り

▼
申
込
期
限

　

�

来
年
３
月
31
日
ま
で
。
期
間
内

に
申
請
す
れ
ば
、
10
月
分
の
手

当
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す

　

特
定
健
診
等
と
各
種
が
ん
検
診

を
実
施
。
健
康
状
態
を
確
認
す
る

た
め
忘
れ
ず
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

※
次
の
①
は
対
象
、
②
は
受
診
料

▼
国
民
健
康
保
険
特
定
健
診

　

�

①
40
歳
～
75
歳
未
満
の
国
保
加

入
者
②
無
料
○
問
診
票
と
受
診

券
、
保
険
証
を
持
参

▼
後
期
高
齢
者
健
診

　

�

①
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
制
度

の
加
入
者
②
無
料
（
一
部
、
受

問保健推進課☎ 61 － 3315

健診と各種がん検診の日程

診
料
が
発
生
す
る
場
合
あ
り
）

○
問
診
票
と
保
険
証
を
持
参

▼
肺
が
ん
検
診

　

①
40
歳
以
上
②
５
０
０
円

▼
大
腸
が
ん
検
診

　

①
40
歳
以
上
②
４
０
０
円

▼
前
立
腺
が
ん
検
診

　

①
50
歳
以
上
②
４
５
０
円

●
い
ず
れ
の
健
診
・
検
診
も
、
70

歳
以
上
、
住
民
税
の
非
課
税
世
帯
、

生
活
保
護
世
帯
、
は
受
診
料
無
料

【健診・検診の日程】
※社会保険など国保以外の健康保険の被扶養者で、
市町村の日程で特定健診を受けられると通知の
あった人も受けられます ( 受診券と保険証を持参 )

日 会場
11/15( 火 ) 9:30 ～ 11:30 山 根 支

所
11/16( 水 ) 宇部支所
11/17( 木 )･18( 金 ) 小久慈公民館
11/21( 月 )･22( 火 ) 大川目公民館
11/24( 木 ) サンエール
11/25( 金 )･26( 土 ) 元気の泉
11/28( 月 ) サンエール
11/29( 火 ) 農村環境改善センター
11/30( 水 ) ① 9:30 ～ 11:30 農 村 環

境改善センター
② 13:30 ～ 15:00 侍 浜
公民館

12/ １( 木 ) 侍浜公民館
12/ ２( 金 ) ～９
( 金 )

元気の泉
※ 12/7( 水 ) のみ 14:00 ～
15:30 と 17:00 ～ 18:30

▶�受付時間…9:30 ～ 11:30、13:00 ～ 14:30
※上表に表示しているもの以外の時間です

【対象になる年齢と手当月額】
年齢 月額

３歳未満 1 万 5,000 円

３歳以上
と小学生

1 万円  ※第３子以降
の場合は１万 5,000 円

中学生 １万円

＜次の場合は 15日以内に＞
　次の場合は 15 日以内に届け出く
ださい。①子どもが生まれたとき②
公務員になったとき、公務員でなく
なったとき③市外に引っ越したとき

（申請先は新しい住所地）

【手当の支給時期】
支給時期 内訳

平成 24 年
２月

10 月～平成 24 年１
月の４カ月分

平成 24 年
６月

平成 24 年２月～３
月の２カ月分

＜２月受給は早めに申請を＞
　平成 24 年２月に手当を受給する
には、１月 13 日 ( 金 ) までに申請が
必要です。それ以降に申請を受けた
分は、平成 24 年６月に支給します。
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生
活
の
中
で
、
私
た
ち
が
必
ず

捨
て
る
「
ご
み
」。
自
分
が
毎
日

ど
の
程
度
捨
て
て
い
る
か
は
、
な

か
な
か
分
か
ら
な
い
も
の
で
す
が
、

実
は
久
慈
市
の
状
況
は
深
刻
で
す
。

　

左
の
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
人

口
減
少
に
伴
い
、
年
間
の
ご
み
排

出
量
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、

１
人
１
日
当
た
り
の
量
は
横
ば
い

状
態
（
表
１
）。
平
成
22
年
度
は

１
人
当
た
り
毎
日
９
９
８
㌘
、
各

家
庭
の
生
活
系
ご
み
に
限
定
し
て

も
毎
日
６
９
７
㌘
も
捨
て
た
計
算

に
な
り
ま
す
。
県
内
で
比
較
す
る

と
久
慈
市
は
ワ
ー
ス
ト
８
位
（
表

２
）。
残
念
な
こ
と
に
、
久
慈
市

は
ご
み
が
多
い
ま
ち
な
の
で
す
。

　

さ
ら
に
久
慈
市
は
缶
な
ど
の
資

　

ご
み
が
多
く
、
資
源
化
量
が
少

な
い
久
慈
市
の
ご
み
処
理
費
用
は

年
間
３
億
円
以
上
。
こ
れ
だ
け
で

も
大
き
な
負
担
で
す
が
、
数
年
後
、

さ
ら
に
大
き
な
費
用
の
負
担
が
見

込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

久
慈
市
を
含
む
岩
手
県
北
８
市

町
村
は
岩
手
北
部
広
域
環
境
組
合

を
設
立
し
、
ご
み
処
理
の
効
率
化

に
向
け
て
共
同
の
焼
却
場
や
処
理

場
な
ど
の
建
設
計
画
を
進
め
て
い

ま
す
。（
平
成
30
年
度
稼
動
予
定
）

建
設
費
用
約
92
億
円
は
８
市
町
村

で
負
担
し
合
い
ま
す
が
、
負
担
割

合
は
平
成
19
～
24
年
度
の
ご
み
排

出
量
を
基
に
計
算
。
ご
み
が
多
い

市
町
村
が
、
よ
り
多
く
の
費
用
を

負
担
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

人
口
の
関
係
も
あ
り
ま
す
が
、

久
慈
市
の
排
出
量
は
県
北
８
市
町

村
の
中
で
最
も
多
く
、
２
番
目
に

多
い
二
戸
市
と
比
べ
て
も
約
1.2
倍
。

久
慈
市
は
こ
の
ま
ま
だ
と
約
20
億

円
も
の
建
設
費
用
を
負
担
す
る
計

算
に
な
り
ま
す
。

　

基
準
と
な
る
平
成
24
年
度
末
ま

で
、
残
す
は
わ
ず
か
１
年
５
カ
月
。

量
が
減
ら
ず
、
資
源
化
も
進
ま
な

い
久
慈
市
の
ご
み
事
情
は
、
切
迫

し
た
状
況
で
す
。

源
化
も
遅
れ
気
味
で
す
。
リ
サ
イ

ク
ル
や
エ
コ
な
ど
の
言
葉
が
浸
透

す
る
一
方
、
年
間
の
資
源
化
量
は

増
え
る
ば
か
り
か
減
少
傾
向
（
表

３
）。
年
間
１
人
当
た
り
の
42
・

３
㌔
は
県
内
で
９
番
目
に
少
な
く
、

最
も
多
い
滝
沢
村
（
１
１
２
・
６

㌔
）
の
３
分
の
１
程
度
し
か
あ
り

ま
せ
ん
（
表
４
）。

　

燃
え
な
い
ご
み
の
収
集
日
、
久

慈
地
区
粗
大
ご
み
処
理
場
に
集
め

ら
れ
た
ご
み
に
は
毎
回
、
大
量
の

資
源
物
が
混
入
。
久
慈
市
の
資
源

化
量
の
少
な
さ
は
、
分
別
せ
ず
に

捨
て
る
な
ど
マ
ナ
ー
の
悪
い
人
が

多
い
こ
と
の
表
れ
で
も
あ
り
ま
す
。

切
迫

最低限のルールとマナーを
　人口減の関係もあり、ごみの量は
減少傾向ですが、今も燃えないごみ
の混入が多々あります。混入は設備
の故障や事故の原因になるだけでな
く、有毒な物質を発生させる恐れが
あります。ごみを出す側の最低限の
ルールとマナーを守ってほしいです。

ご
み
事
情  

現
場
か
ら
の
指
摘

資源物混入  悪質なケースも
　燃えないごみに混入している資源
物の量は全体の１割以上。年間で
100㌧以上になるかもしれません。
本当にもったいないことです。
　袋に入れて隠すなど悪質なケース
も。ここ 10 年で考えて久慈市の分
別は悪くなっている気がしますね。

久慈地区粗大ごみ処理場

田中善春 総括責任者

このままでは多大な負担

状況は深刻
ご
み
多
く 

量
は
横
ば
い

■表１／久慈市のごみ排出量

年度 排出量 1人 1日当たり
※ (　) 内は生活系のみ

18 1 万 5,463㌧ 1,058㌘（720）

19 1 万 4,675㌧ 1,016㌘（705）

20 1 万 4,372㌧ 1,009㌘（718）

21 1 万 4,053㌧   998㌘（699）

22 1 万 3,921㌧ 998㌘（697）

■表２／ごみ排出量が多い市町村

順位 市町村名 1人 1日当たり
生活系ごみ

１ 大槌町 788㌘

８ 久慈市 699㌘
35 金ヶ崎町 396㌘

※平成 21 年度数値・全 35 市町村

■表３／久慈市の資源化量
年度 資源化量 1人当たり
18 1,791㌧ 44.7㌔

19 1,678㌧ 42.5㌔

20 1,645㌧ 42.1㌔

21 1,634㌧ 42.3㌔

22 1,491㌧ 39.0㌔

■表４／資源化量が少ない市町村
順位 市町村名 年間1人当たり

１ 九戸村 23.2㌔

９ 久慈市 42.3㌔
35 滝沢村 112.6㌔

※平成 21 年度数値・全 35 市町村

DATA

上／資源物が大量に混入し
た燃えないごみ　下／現場
では頭を悩ませながら作業

粗大ごみ処理場の状況

減
少
傾
向
の
資
源
化
量

処
理
、
建
設
で
負
担
大

久慈地区ごみ焼却場

中塩雅彦 所長

ご
み
事
情
、

年
間
３
億
円
以
上
を
ご
み
処
理
に

使
っ
て
い
る
久
慈
市
。

ご
み
の
量
は
減
ら
ず
、
資
源
化
も

進
ま
な
い
久
慈
市
に
は
費
用
と
い

う
大
き
な
負
担
が
の
し
か
か
り
、

切
迫
し
た
状
況
に
陥
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
鍵

は
一
人
一
人
の
意
識
と
行
動
で
す
。

今
、
皆
さ
ん
に
一
緒
に
考
え
て
ほ

し
い
こ
と
―
。
今
回
は
、
久
慈
市

の
ご
み
事
情
の
深
刻
さ
や
問
題
点
、

そ
し
て
現
状
打
開
に
向
け
た
対
策

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。（
15
㌻
ま
で
）

問
生
活
環
境
課
☎
54
―
８
０
０
３

上の写真は、ある地区のごみステーションです。撮影したのは収集日当日ではありませんが、ステー
ションの中は燃えるごみ、燃えないごみ、資源ごみであふれんばかり。しっかり分別しているかど
うかも怪しまれる、この状況が、久慈市のごみ事情の深刻さを物語っているように感じられます
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ご
み
の
減
量
と
資
源
化
に
向
け

た
対
策
を
練
る
た
め
、
市
は
平
成

20
年
度
か
ら
岩
手
大
学
と
共
同
で

組
成
率
調
査
を
開
始
。
３
年
に
わ

た
っ
て
細
か
く
調
査
し
、
ご
み
の

内
訳
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　

左
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
圧
倒

的
に
多
い
も
の
は
生
ご
み
で
す
。

私
た
ち
が
捨
て
て
い
る
調
理
く
ず

や
食
べ
残
し
な
ど
が
全
体
の
24
・

７
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
水
分
を

多
く
含
ん
で
い
る
た
め
、
重
く
な

り
や
す
い
生
ご
み
。
調
査
結
果
か

ら「
生
ご
み
の
水
分
を
切
る
」、「
生

ご
み
自
体
を
減
ら
す
」
と
い
う
課

題
が
明
確
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
他
の
ご
み
に
混
入
し
て
い

る
資
源
物
の
多
さ
も
判
明
。
燃
え

る
ご
み
・
燃
え
な
い
ご
み
に
混
入

し
た
資
源
物
は
計
10
・
４
％
で
、

こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
」。

　

力
を
込
め
た
口
調
が
、
ご
み
問

題
の
大
き
さ
を
物
語
り
ま
す
。

　

ご
み
に
対
す
る
意
識
改
革
を
進

め
る
た
め
啓
発
活
動
の
強
化
が
必

要
と
考
え
た
市
は
、
衛
生
班
長
を

サ
ポ
ー
ト
し
、
地
域
の
中
か
ら
減

量
と
資
源
化
を
呼
び
か
け
る
「
ご

み
減
量
推
進
員
」
を
本
年
度
か
ら

配
置
。
９
月
28
日
、
市
役
所
で
委

嘱
状
交
付
式
を
行
い
、
地
区
ご
と

に
計
１
４
８
人
を
委
嘱
し
ま
し
た
。

　

活
動
に
意
欲
を
み
な
ぎ
ら
せ
る

推
進
員
。
現
状
の
打
開
に
向
け
て
、

行
政
も
地
域
も
懸
命
で
す
。
両
者

は
今
後
、
団
結
を
一
層
強
め
、
減

量
と
資
源
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

分
別
し
て
出
さ
れ
た
資
源
ご
み
以

上
。「
分
別
徹
底
」と
い
う
課
題
も
、

は
っ
き
り
と
数
字
に
表
れ
ま
し
た
。

　

調
査
結
果
を
受
け
、
市
は
本
年

度
か
ら
家
庭
用
生
ご
み
処
理
機
購

入
に
対
す
る
補
助
率
を
４
分
の
３

に
大
幅
拡
充
（
平
成
22
年
度
ま
で

は
３
分
の
１
）。
水
を
切
っ
て
か

ら
捨
て
る
な
ど
、
処
理
上
の
注
意

点
も
周
知
し
、
生
ご
み
の
重
点
的

な
減
量
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

分
別
に
つ
い
て
は
、
集
団
で
行

う
回
収
活
動
に
補
助
金
を
交
付

す
る
資
源
物
集
団
回
収
支
援
事
業

（
下
枠
）
を
７
月
か
ら
導
入
。
資

源
化
量
を
少
し
で
も
増
や
し
て
い

く
た
め
、
来
年
度
か
ら
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
類
を
資
源
物
と
し
て
回
収
す

る
こ
と
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

モ
デ
ル
地
区
と
し
て
、
９
月
か

ら
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
を
分
別
し
て

い
る
門
前
地
区
の
平
谷
政
勝
２
区

衛
生
班
長
は
印
象
を
語
り
ま
す
。

　
「
実
際
に
や
っ
て
み
る
と
、
分

別
は
苦
に
な
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
た
だ
住
民
全
体
に
は
浸
透

し
き
っ
て
い
な
い
気
が
し
ま
す
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
限
ら
ず
、
ご
み

問
題
の
解
決
に
必
要
な
の
は
個
人

の
意
識
改
革
。
強
く
訴
え
続
け
る

減
ら
す

調
査
で
課
題
が
明
確
に

生ごみ " きって " 減量化！
　ごみ全体の 24.7％は家庭から出る生ごみです。割合
が大きい理由の一つは、生ごみは水分を多く含んでい
て重いから。80％が水分なので、水気を切ってから捨
てるだけで大幅に減量することができます。
　また日本全体では、生ごみの４分の１が食べ残しや

手付かずの食品だといわれています。食品は必要なだ
け買い、無駄なく調理することが大切です。そして料
理は食べきること、食べきれないときはお弁当にした
り、冷凍保存して使いきることも忘れてはいけません。

「もったいない」の心で生ごみを減らしていきましょう。

1 水気をき
・ ・

る
　生ごみは捨てる前に一
絞り！  野菜の皮は洗う前
にむきましょう。

2 使いき
・ ・

る
　食材は買いすぎない！
食材を無駄なく調理して
生ごみを減らしましょう。

3 食べき
・ ・

る
　料理は作りすぎない！
余った場合はお弁当にし
たり冷凍保存しましょう。

　市は、分別の意識を高め、資源化を促すため、
７月から「資源物集団回収支援事業」をスター
トしました。この事業は、子ども会や老人ク
ラブなどが行う資源物の回収活動に補助金を
交付するものです。現在、活動団体を募集中。
活動の実施前に申し込みください。
▶�対象団体…営利目的以外で活動する団体が

対象になります

Information

資源回収に補助金
活動団体募集中！

資源物集団
回収支援事業
問生活環境課☎54-8003

▶�対象になる活動…排出から搬入までを行う
活動が対象になります。例…①活動団体が
設定した日時に合わせて、各家庭が資源物
を排出②活動団体が資源物を回収③活動団
体が資源化業者に搬入

対象品目 補助単価
アルミ缶 20 円／㌔
スチール缶、新聞紙、雑誌 ５円／㌔

分
け
る

分別の " 徹底で " 資源化！
　回収された資源物はリサイクルされるだけでなく、
久慈市の収入になり、ごみ処理経費として使われます。
分別の徹底は、資源化量を増やすだけでなく、ごみ処
理経費も節約することになるのです。

　しかし現状は資源物として回収された量よりも、他
のごみに混入した量の方が多くなっています。分別は
意識するだけで今すぐできることです。次の表を参考
に、しっかりと分別して排出しましょう。

今日からできる２つの対策

　

捨
て
れ
ば
捨
て
る
ほ
ど
、
ご
み

を
処
理
す
る
た
め
に
負
担
す
る
金

額
は
増
え
て
い
き
ま
す
。

　
「
自
分
く
ら
い
別
に
い
い
だ
ろ

う
」
な
ど
と
考
え
、
分
別
も
せ
ず

に
大
量
の
ご
み
を
捨
て
て
い
る
人

も
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
確
か
に

１
回
の
影
響
は
小
さ
い
も
の
で
す
。

し
か
し
そ
の
積
み
重
ね
が
深
刻
で

切
迫
し
た
ご
み
事
情
を
生
ん
で
い

る
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　

年
間
３
億
円
以
上
の
処
理
費
用

も
、
今
後
負
担
す
る
こ
と
に
な
る

県
北
地
区
の
共
同
施
設
建
設
費
用

も
、
皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ

い
た
税
金
な
ど
が
基
に
な
り
ま
す
。

ご
み
は
捨
て
て
し
ま
え
ば
関
係
な

い
と
思
い
が
ち
で
す
が
、
決
し
て

そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
費

用
の
負
担
と
い
う
問
題
は
、
ご
み

を
捨
て
る
私
た
ち
一
人
一
人
と
密

接
に
関
わ
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

問
題
解
決
の
鍵
を
握
る
の
は
一

人
一
人
の
意
識
で
す
。
上
の
２
つ

の
対
策
は
す
ぐ
に
で
き
る
こ
と
ば

か
り
。
行
動
す
れ
ば
状
況
は
必
ず

変
わ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
、
今
日
か

ら
行
動
に
移
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

減量・資源化へ新規事業も

打開に懸命

推進員 148 人を代表し、委嘱状を受
けた松葉千代喜さん。問題解決に向
け、行政と地域が団結を強めました

■表／久慈市のごみの内訳推計
区分 排出量 割合

生
活
系

生ごみ 3,469㌧ 24.7％

プラスチッ
ク類 697㌧ 5.0％

紙類 690㌧ 4.9％

その他の
燃えるごみ 1,789㌧ 12.7％

燃えるごみ
中の資源物 1,277㌧ 9.1％

燃えないごみ 536㌧ 3.8％

燃えないごみ
中の資源物 189㌧ 1.3％

資源物 1,204㌧ 8.6％

事
業
系

燃えるごみ 2,110㌧ 15.0％

生ごみ 1,671㌧ 11.9％

燃えないごみ 155㌧ 1.1％

資源物 264㌧ 1.9％

合計 1 万 4,051㌧ 100.0%
※平成 20 ～ 22 年度調査結果まとめ

DATA

生
ご
み
減
と
分
別
に
力

問
題
解
決
の
鍵
は

一
人
一
人
の
意
識

ごみに対する意識
改革の必要性を強
く訴える平谷さん

地
域
の
中
か
ら
啓
発
も

資源物 燃えるごみ 燃えないごみ

缶類 飲 料 用 の 缶（ ア ル ミ・
スチール） ― 飲料用以外の缶（缶詰

め、スプレーなど）

びん類 飲料用のびん
※ふたは取ること ― 飲料用以外のびん（調

味料、油、化粧品など）

ペット
ボトル

ジ ュ ー ス・ し ょ う 油・
ノンオイルドレッシン
グのペットボトル

油や油を使用した調
味 料 の ペ ッ ト ボ ト
ル、キャップ

紙類 新聞紙、段ボール、雑誌、
紙パック 資源物以外

発泡・
トレー

魚 箱 な ど の 発 泡 ス チ
ロール、食品用トレー

電化製品の梱包用の
緩衝材

生ごみ減らす
３つの

「きる」

POINT!

分け方
出し方

POINT!

※資源物に分類される
ものでも、汚れがひど
い場合は「燃えるごみ」

「燃えないごみ」とし
て排出してください
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平成 22 年度

決
算
問財政課☎ 52 － 2113

　
「
一
般
会
計
」
は
、
市
の
基
本
・

中
心
と
な
る
仕
事
の
た
め
の
会
計

で
す
。
平
成
22
年
度
の
一
般
会
計

決
算
は
歳
入
（
収
入
）
が
２
０
３

億
９
１
５
４
万
円
、歳
出
（
支
出
）

が
１
９
６
億
９
６
３
８
万
円
で
、

６
億
９
５
１
６
万
円
の
黒
字
に
な

り
ま
し
た
。

　

歳
入
で
最
も
多
い
の
は
、
国
か

ら
配
分
さ
れ
た
地
方
交
付
税
の
71

億
９
０
７
８
万
円
。
歳
入
を
財
源

別
に
見
て
も
、
地
方
交
付
税
な
ど

の
依
存
財
源
が
71
・
６
％
を
占
め

て
お
り
、
財
源
の
大
半
を
国
や
県

か
ら
の
お
金
に
頼
っ
て
い
る
状
況

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
対
し
て
市
税
な
ど
の
自

主
財
源
は
28
・
４
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。
自
主
財
源
が
多
い
ほ
ど
市

政
運
営
の
自
主
性
と
安
定
性
が
確

保
で
き
ま
す
の
で
、
健
全
な
財
政

運
営
を
進
め
る
た
め
に
、
さ
ら
に

自
主
財
源
の
割
合
を
高
め
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

歳
出
で
は
、
子
ど
も
手
当
に
よ

り
民
生
費
が
、
久
慈
広
域
連
合
負

担
金
に
よ
り
衛
生
費
が
、
前
年
度

に
比
べ
て
増
え
ま
し
た
。

　

主
要
な
事
業
に
は
重
点
的
に
財

源
を
充
て
な
が
ら
、
市
政
改
革
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
き
、
事
業
の
見

直
し
と
経
費
の
節
約
を
図
り
、
貴

重
な
財
源
を
全
体
で
や
り
繰
り
し

ま
し
た
。

　

市
の
会
計
に
は
一
般
会
計
の
ほ

か
、
特
定
の
事
業
や
収
入
・
支
出

を
一
般
会
計
と
区
別
し
て
処
理
す

る
「
特
別
会
計
」
と
、
事
業
で
得

ら
れ
る
収
入
で
経
費
を
ま
か
な
う

独
立
採
算
制
を
原
則
と
し
た
「
公

営
企
業
会
計
」
の
２
つ
の
会
計
が

あ
り
ま
す
。

　

市
の
特
別
会
計
は
、
国
民
健
康

保
険
や
公
共
下
水
道
、
後
期
高
齢

者
医
療
な
ど
８
会
計
。
収
入
の
合

計
は
61
億
６
３
５
４
万
円
、
支
出

の
合
計
は
61
億
１
３
４
９
万
円
で
、

全
体
で
み
る
と
５
０
０
５
万
円
の

黒
字
に
な
り
ま
し
た
。

　

市
の
公
営
企
業
会
計
は
、
水
道

事
業
会
計
の
１
会
計
で
す
。
皆
さ

ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
く
水
道
料

金
を
主
な
収
入
と
し
て
、
水
道
施

設
を
維
持
管
理
す
る
た
め
の
収
益

的
収
支
（
消
費
税
を
含
む
）
は
、

収
入
が
６
億
９
２
８
６
万
円
、
支

出
が
６
億
６
８
７
７
万
円
で
し
た
。

【収入の関係】
▶�地方交付税…人口や環境などの違いで生まれる地方間
の格差を調整するため国から配分されるお金です。国
が徴収する所得税や法人税などがもとになっています

▶�国庫支出金…国と地方が協力して行う公共事業や社会
保障、教育などの財源に充てるため、国が支出するお
金です

【支出の関係】
▶民生費…福祉や子育てを支援するために使うお金
▶公債費…市の借金返済などに使うお金
▶�総務費…市役所の庁舎や財産の維持管理、戸籍管理、　
税金の徴収などに使うお金

▶土木費…道路や公園などの整備や補修に使うお金
▶�教育費…学校や生涯学習、スポーツなどを推進するた
めに使うお金

▶�衛生費…環境の保全や健康を増進するためなどに使う
お金

▶商工費…商工業や観光を促進するために使うお金
▶農林水産業費…農林水産業の振興などに使うお金
▶消防費＝消防や災害対策などのために使うお金

用語の説明 表に出てくる分かりづら
い主な用語を説明します

特別会計≫
会計名 収入額 支出額 差引額

土地取得事業 2,338 万円 2,338 万円 ０万円
国保 ( 事業勘定 ) 42 億　791 万円 41 億 8,206 万円 2,585 万円
国保 ( 直診勘定 ) 2 億 6,491 万円 2 億 6,491 万円 0 万円
老人保健 130 万円 130 万円 0 万円
後期高齢者医療 2 億 4,989 万円 2 億 4,978 万円 11 万円
介護サービス事業 8,242 万円 8,242 万円 0 万円
魚市場事業 2,885 万円 2,885 万円 0 万円
漁業集落排水事業 2 億 3,887 万円 2 億 3,133 万円 754 万円
公共下水道事業 10 億 6,601 万円 10 億 4,946 万円 1,655 万円

合計 61 億 6,354 万円 61 億 1,349 万円 5,005 万円

企業会計≫　水道事業会計
区分 収入額 ( 税込 ) 支出額 ( 税込 )

収益的収支 6 億 9,286 万円 6 億 6,877 万円
資本的収支 3 億 9,976 万円 5 億 3,749 万円

一般会計歳出・性質別≫ 一般会計歳出≫
196 億 9,638 万円

≪一般会計歳入
203億 9,154万円

大
半
を
国
に
依
存

市
の
財
政
は
、
皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
い

た
税
金
や
国
か
ら
の
お
金
な
ど
で
成
り
立
っ
て

い
ま
す
。
平
成
22
年
度
も
貴
重
な
お
金
を
有
効

に
使
え
る
よ
う
、
や
り
く
り
し
ま
し
た
。
今
回

は
９
月
の
定
例
市
議
会
で
認
定
さ
れ
た
平
成
22

年
度
の
決
算
の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
金
額
は
１
万
円
未
満
を
四
捨
五
入
し
て
い
ま
す

特
別
会
計
も
黒
字

６億 9,516 万円

黒字

節
約
し
や
り
繰
り
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繰越金 
６億1,634万円（3.0％）

分担金及び負担金 
２億4,216万円（1.2％）

その他 
１億9,144万円（0.9％）

地方交付税 
71億9,078万円（35.3％）

その他
１億1,118万円（0.5％）

地方譲与税
２億6,281万円（1.3％）

地方消費税交付金 
３億5,155万円（1.7％）

県支出金 
18億4,910万円（9.1％）

市債 
21億8,565万円（10.7％）

国庫支出金 
26億4,473万円（13.0％）

諸収入 
７億693万円（3.5％）

市税　　　40億3,887万円
（19.8％）

民生費 55億5,835万円
（28.2％）

公債費 30億4,841万円
（15.5％）

総務費 27億849万円
（13.8％）

土木費 20億8,730万円
（10.6％）

教育費 19億5,600万円
（9.9％）

衛生費 10億9,460万円
（5.6％）

商工費 ９億7,346万円
（4.9％）

農林水産業費 ９億7,151万円
（4.9％）

消防費 ８億5,124万円
（4.3％）

議会費 １億9,842万円
（1.0％）

その他 ２億4,860万円
（1.3％）

28.4

71.6

その他
（３７.４％） 義務的経費

    （４８.4％）

投資的経費
（1４.２％）

公債費
30億2,793万円
  （15.4％）

人件費
30億8,337万円
  （15.7％）

扶助費
34億1,146万円
  （17.3％）

普通建設事業費
26億4,201万円（13.4％）

災害復旧事業費
１億6,237万円

（0.8％）

物件費
25億578万円
（12.7％）

繰出金　19億121万円
（9.6％）

その他　10億7,808万円（5.5％）
補助費等　18億8,417万円

（9.6％）

■一般会計≫
歳入名 予算額 収入額 執行率

市税 36 億 5,173 万円 23 億 3,968 万円 64.1％
地方交付税 69 億 3,166 万円 60 億 6,912 万円 87.6％
国庫支出金 32 億 7,834 万円 28 億 5,083 万円 87.0％
県支出金 25 億 1,585 万円 2 億 1,556 万円 8.6%
市債 34 億 7,885 万円 0 万円 0％
その他 27 億 2,715 万円 15 億 1,727 万円 55.6%

合計 225 億 8,358 万円 129 億 9,246 万円 57.5%

歳出名 予算額 支出額 執行率

総務費 32 億 7,690 万円 12 億 3,268 万円 37.6%
民生費 58 億 2,815 万円 28 億 7,543 万円 40.8%
農林水産業費 13 億 9,712 万円 2 億 8,843 万円 20.6%
土木費 21 億 1,967 万円 5 億 2,919 万円 25.0%
教育費 26 億 7,883 万円 8 億    531 万円 30.1%
公債費 28 億 2,271 万円 13 億 8,518 万円 49.1%
その他 44 億 6,020 万円 17 億 4,376 万円 39.1%

合計 225 億 8,358 万円 83 億 6,016 万円 37.0%

※�９月 30 日現在。金額は平成 22 年度繰越明許費と事故繰
り越しを含むもので、１万円未満は四捨五入しています

■実質公債費比率 15.8％（県内の市平均 14.7％・久慈市 21 年度 16.0％）
　これは、毎年続けて入ってくる収入のうち、何％が借金返済に使われ
たかを示すもので、過去３年間の平均値です。この数値が 18％を超え
ると、自由にお金を借りることができなくなります。

■経常収支比率 80.2％（県内の市平均 84.2％・久慈市 21 年度 84.3％）
　これは、市が毎年固定的に支払う人件費などの経費を、毎年続けて入っ
てくる市税など使い方に制限がない財源で割った数値です。この数値が
80％を超えると財政は苦しいといわれています。

　財政の健全化を実行中！

平成 23 年度予算の進み具合

■企業会計・水道事業会計≫
区分 予算額 支出額 執行率

収益的支出 8 億 2,933 万円 1 億 7,904 万円 21.6%
資本的支出 4 億 4,716 万円 1 億 4,026 万円 31.4%

※両比率の「平成 22 年度県内の市平均」は、陸前高田市を除く 12 市の平均値です

■特別会計≫
会計名 予算額 支出額 執行率

土地取得事業 2,279 万円 1,145 万円 50.2%
国保 ( 事業勘定 ) 44 億 8,907 万円 17 億 4,426 万円 38.9%
国保 ( 直診勘定 ) 2 億 7,310 万円 1 億 1,026 万円 40.4%
後期高齢者医療 2 億 5,642 万円 5,075 万円 19.8%
介護サービス事業 9,214 万円 3,147 万円 34.2%
魚市場事業 4 億 4,865 万円 4,566 万円 10.2%
漁業集落排水事業 5 億 2,232 万円 2 億 7,990 万円 53.6%
公共下水道事業 18 億 2,210 万円 5 億 9,019 万円 32.4%

合計 79 億 2,659 万円 28 億 6,394 万円 36.1%

平成 22 年度
久慈市の数値
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　第２回全日本つぎまり野球選手
権大会(久慈青年会議所主催)は
10月９日、久慈総合運動場で開
催。市内外から15チーム約150人
が参加し、年齢や職場の垣根を越
え“遊び”で交流を深めました。
　当日は青空が広がる絶好の野球
日和。好・珍プレーのたび歓声で
沸き、大会は大盛り上がりでした。

大人も童心に帰ってはつらつプレー

垣根越え " 遊び " で交流
第２回つぎまり野球

　全国地域安全運動(10月11日－
20日)期間中の10月18日、ちびっ
こ防犯隊員に任命された畑田保育
園の園児４人が関係者60人と一
緒に街頭啓発を実施しました。
　かわいらしい隊員は、市日の出
店者やお客さんに進んでチラシな
どを配り、「家や車にカギをかけ
てね」と一生懸命呼びかけました。

「カギかけて」と一生懸命
地域安全運動街頭啓発

　特別養護老人ホームぎんたらす久慈に入所してい
る大港ツルさんが10月10日で100歳に。10月12日、
他の入所者や施設職員が見守る中、同所で長寿祝い
が開かれました。
　山内隆文市長はお祝い状を贈り、「おめでとうご
ざいます。これからも元気に健やかにお過ごしくだ
さい」と祝福。大港さんは「ありがたさがいっぱい
です。皆さん本当にありがとうございます」と満面
に笑み。何度も手を合わせて喜んでいました。
　若いころは病弱だったという大港さん。好き嫌い
せずに食べ、無理しすぎずに生活してきたことが長
寿につながったようです。

祝福喜び  満面に笑み
大港ツルさんが 100 歳に

お祝い状を手に、満面に笑みを広げる大港さん

　岩手県立美術館あーとキャラバ
ンinくじは10月16日、侍浜公民館
と中央公民館で開催。親子など約
50人が積み木を組み合わせて建物
や乗り物を作り、希望を込めた「ユ
メノマチ」を完成させました。濱
田爽

そ う

也
や

くん（長内小１年）は「お
もしろい！電車が一番上手にでき
た！」と夢中になっていました。

希望込めたユメノマチ
県美あーとキャラバン

　元日本代表の現役選手、木
き

方
ほ う

慎
之介さんによる卓球教室は９月
27日、小袖小学校で開かれまし
た。木方さんはラケットの握り方
など基本から丁寧に指導。児童は
一流の技術に触れ、卓球の楽しさ
を体感しました。大久保航也くん

（６年）は「卓球のコツを学べて
良かったです」と喜んでいました。

木方さん(右)のラケットさばきに皆くぎ付け

一流に触れ楽しさ体感
元代表選手が卓球指導

　ふれあい福祉まつりは９月23
日、福祉の村で開催。福祉施設の
出店や踊りなどのステージ発表、
福祉バザーなど、多彩な催しが行
われ、終日にぎわいました。会場
では、東日本大震災の復興に向け
たメッセージも募集。祈りや願い
を込めたメッセージで「絆」
の形をつくりました。

復興に心を一つ。多くの思いが集まりました

復興願い「絆」つくる
ふれあい福祉まつり

山里海の恵みを満喫！
産業まつり復興感謝祭

１�／タマネギ詰め放題。
大地の恵みにニッコリ

２／久慈港で揚がった新
　鮮サンマも格安で販売
３�／短角牛べこ汁の試食

は人気を集め大行列！
４／各種体験教室も好評

　第24回琥珀絵画展(同実行委
主催)は夏の思い出をテーマに実
施。10月２日の表彰式では、市内
小・中学生が描いた474点のうち
入賞した50点が表彰されました。
海水浴や花火にキャンプなど、色
とりどりの思い出は、見る人の心
も和ますよう。11月は、美術館あー
とびる麦生で特別展示されます。

10月10日まで展示した久慈琥珀博物館

夏の思い出  色とりどり
琥珀絵画展

「ユメノマチ」づくりに、みんなが夢中

　第42回久慈地方産業まつり復興感謝祭は
10月15日と16日、アンバーホール周辺で開
催。約１万５千人が訪れ、盛り上がりました。
　テントがずらりと並んだ会場には、山里海
の恵みが大集合。久慈まめぶ部屋と青森・秋
田のご当地グルメ団体によるB級グルメin
久慈も開かれ、来場者の舌を楽しませました。
　また今回は、「食」以外の催しも昨年以上
に充実。小久慈焼き制作などの産業体験コー
ナーが新設されたほか、東日本大震災復旧・
復興祈念コンサート・IBC民謡まわり舞台、
救急防災フェアなども同時開催されました。
　充実した内容の中、特に人気を集めたのは
短角牛べこ汁の試食会。来場者は地元の美味
を求めて大行列をつくっていました。
　べこ汁を味わった熊谷麗

ら い

貴
き

くん（久慈小１
年）は「おいしい！」と満面の笑み。お母さ
んの律子さんは「今回で、知らなかった地元
のおいしいものも発見。見ても食べても楽し
いまつりですね」と満喫していました。

１

２４

３

ふるさとに対する思いや→
被災した人たちへのエー
ルが込められたメッセージ　

カボチャ計量クイズ
正解は 33.4㌔！
　応募総数 362 通の
うち、正解に近かっ
た 17 人に記念品を
お贈りします。

防犯隊員を務めた（左から）下道優
ゆ う

雅
が

くん、小田
茉

ま

鈴
り ん

ちゃん、藤森煌
こ う

太
た

朗
ろ う

くん、小田彩
あ や

乃
の

ちゃん
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　ふるさと体験学習協会は10月18日、海上安全講習
会を侍浜支所で開催。講師の海上保安官は、AEDの
使い方や津波襲来時の船の避難法、ロープによる縄ば
しごの作製法などを指導。約20人が現場で生きる知
識と技術を真剣に学びました。(梅沢政隆リポーター)

真剣に受講する侍浜地区の漁業者の皆さん

海
上
の
安
全

真
剣
に
学
ぶ

広報リポーターの突撃取材！

　県高校新人柔道大会は10月21日と22日に花巻市で開
催。個人戦では本市関係選手計１6人が各階級のベスト
４に進出し大活躍しました。震災を乗り越え、柔道が
できる環境に感謝する選手たち。駆けつけた父母らは
応援に声をからしていました。(小倉利之リポーター)

山根中出身の林崎優也選手（盛岡中央高2年・左）

感
謝
の
心
で

選
手
が
活
躍
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市内の小・中学校で英語を教えている市の英語指導助手の皆さん
が、久慈市で生活して感じたことなどを紹介するコーナーです。

Books 図書館だより

水野敬也／著
文響社

　四つ葉のクローバーを見つけた人に
は幸運が訪れるという伝説があります。
この本は幸せになる方法をテーマにし
た短編集。読んだ後、心が温かくなる
ような４つの物語を収録しています。

《山形図書館》

オ
ス
ス
メ
図
書 「四つ話のクローバー」

谷川俊太郎／文　元永定正／絵
福音館書店

　会話は、耳で聞くことはできても、
目には見えないもの。でも、そこに吹
き出しと詩が加わると…。会話の内容
が目に見えてくるような、とてもかわ
いらしく楽しい絵本です。

《市立図書館》 「おはなししましょう」

利
用
案
内

《市立図書館　☎ 53 − 4605》
■開館時間…９時～ 19 時（土日は 17 時まで）
■ �11 月の休館日…４( 金 )、７( 月 )、14( 月 )、21( 月 )、

24( 木 )、28( 月 )、30( 水 )
●企画展・地球と生物多様性…開催中 11 ／ 13( 日 ) まで
●むかしばなしを聞く会…11 ／５( 土 )14 時～
●図書館映画会…11 ／ 12( 土 ) ① 10 時～② 15 時～
●チビッコの部屋…11 ／ 12( 土 )・26( 土 )14 時～

《山形図書館　☎ 72 − 3711》
■開館時間…10 時～ 18 時
■ �11 月 の 休 館 日 … ３( 木・ 祝 )、 ７( 月 )、14( 月 )、

21( 月 )、23( 水・祝 )、28( 月 )、30( 水 )

●�企画展・今から始める冬じたくの本…これからの寒
～い冬に向けて、生活に役立つ本を展示・貸し出し。
ぜひご利用ください。　� 11 ／９( 水 ) ～ 27( 日 )

Child 子育て支援センターだより Health 元気応援だより

　

ご
ね
た
り
、
い
た
ず
ら
し
た
り
、

ぐ
ず
っ
た
り
…
。
親
は
子
ど
も
を

叱
る
こ
と
が
多
く
な
り
が
ち
で
す

が
、
褒
め
る
こ
と
は
子
ど
も
の
成

長
に
必
要
な
こ
と
で
す
。

　

親
は
①
お
風
呂
②
寝
る
前
③
食

事
④
遊
び
―
の
う
ち
、
ど
れ
か
１

つ
の
場
面
だ
け
で
も
子
ど
も
の
行

動
を
褒
め
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
褒

め
る
こ
と
は
子
ど
も
を
認
め
、
勇

気
づ
け
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

ま
た
上
手
に
褒
め
て
子
ど
も
を

伸
ば
す
た
め
に
、
次
の
３
つ
に
気

を
つ
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

①�

褒
め
る
基
準
を
下
げ
、
全
部
で

き
な
く
て
も
、
で
き
た
部
分

を
褒
め
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

②�

人
で
は
な
く
、
行
為
を
褒
め

ま
し
ょ
う
。
例
え
ば
「
○
○

ち
ゃ
ん
よ
く
で
き
た
ね
」
で

は
な
く
「
全
部
食
べ
ら
れ
て

偉
い
ね
」
が
効
果
的
で
す
。

③�

行
動
後
す
ぐ
に
褒
め
ま
し
ょ

う
。
ま
た
毎
日
で
は
な
く
時

　
々
褒
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
大
人
も
褒
め
ら
れ
る
と
う
れ

し
い
の
で
す
か
ら
、
子
ど
も
な

ら
な
お
さ
ら
で
す
。
愛
情
を
込

め
、
た
っ
ぷ
り
褒
め
な
が
ら
子

ど
も
を
育
て
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

照井春樹保健師

●11／２（水）　赤ちゃんサロン� 13:30～15:30
●11／５（土）    いわて子どもの森キャラバン事業
　「いのちのおはなしワークショップ」� 10:00～11:30
　※募集…親子15組。要申し込み
●11／９（水）    あそびの教室� 10:00～17:00
　※対象児が決まっているため自由来所はできません
●11／10（木）    うさこちゃんの部屋　　   11:00～
●11／18（金）　ひよこ教室� 10:00～12:00
●11／21（月）    あそびの教室� 10:00～17:00
　※対象児が決まっているため自由来所はできません
●�11／26（土）    男性保育士連「チームファンタジスタ

ショー」10:30～11:30　※募集…親子50組。要申し込み
●11／30（水）    リフレッシュ講座「七宝焼き」� 10:00～12:00
　※募集…乳幼児を持つ保護者15組。託児あり。要申し込み

行事予定

■子育て支援センター
　☎52−3210
■対象…未就学児と保護者
■利用時間
　①月～金８時30分～17時
　②土８時30分～13時30分
■休館日…土曜日の午後、
　日曜日、祝日
■利用料…無料

問保健推進課
☎ 61 ー 3315

伸ばすためのコツ

上手に褒めて
子育てを！

を出し、一生懸命やったなら自分に失
望することはない―」。この言葉を思い
出してから、物事が思い通りに行かな
くても自分が一生懸命やったことを誇
りに思い、自信にすることができました。
　この言葉が久慈市の皆さんにも力を
与えられればうれしいです。

　日本に来てから１年半。楽しい経験
もし、たくさん挑戦もしてきましたが、
最初は慣れないことや、つらいことが
多く、すぐ落ち込みがちでした。
　そんなとき僕に力をくれたアメリカ
のおじいさんの言葉があります。「全力ジョン・パリシュさん

MY★ Life     Kujiin 力をくれた、おじいさんの言葉

利用案内 オススメの声

金子晃
あき

子
こ

さんと
長女の

紗
さ

智
ち

恵
え

ちゃん

（門前）

　広島から 9 月に久慈に。
知らない土地で不安でし
たが、センターの雰囲気
も良くて安心。子どもも
喜んで遊んでいますよ！

市の保健師、栄養士、看護師が、健康に関する情報をお届けする
コーナーです。皆さんの元気と健康づくりにお役立てください。
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、

衰え知らない意欲と使命感
健康の源。一食一食を大切に―

　
「
驚
き
と
感
謝
。
支
え
て
く
れ

た
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
す
ね
」。

　

そ
う
笑
顔
で
話
す
の
は
、
市
食

生
活
改
善
推
進
員
協
議
会
の
初
代

会
長
で
、
今
も
現
役
で
活
動
す
る

堀
畑
ア
サ
さ
ん
。
30
年
以
上
に
わ

た
る
活
動
と
功
績
が
高
く
評
価
さ

れ
、
10
月
14
日
、
厚
生
労
働
大
臣

表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

活
動
の
き
っ
か
け
は
昭
和
46
年

か
ら
２
年
間
受
講
し
た
久
慈
保
健

所
の
栄
養
教
室
。
知
識
と
人
と
の

出
会
い
が
、
健
康
づ
く
り
に
向
け

た
意
欲
と
使
命
感
を
生
み
ま
し
た
。

立
ち
上
げ
た
自
主
グ
ル
ー
プ
の
活

動
を
経
て
昭
和
53
年
に
同
会
を
結

成
。
豊
富
な
知
識
と
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
で
活
動
を
け
ん
引
し
ま
し
た
。

　
「
子
ど
も
や
地
域
の
健
康
の
た

め
に
と
思
い
、
夢
中
に
な
っ
て
栄

養
教
室
や
健
康
相
談
な
ど
を
開
い

て
き
ま
し
た
。
苦
労
も
あ
り
ま
し

た
が
、
そ
れ
が
私
を
成
長
さ
せ
て

く
れ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
」。

　

今
も
栄
養
教
室
な
ど
に
参
加
し

続
け
る
堀
畑
さ
ん
。
そ
の
意
欲
と

使
命
感
は
衰
え
を
知
り
ま
せ
ん
。

　　

86
歳
に
な
っ
た
今
も
大
き
な
病

気
も
せ
ず
、
自
転
車
も
乗
り
こ

な
す
堀
畑
さ
ん
。
栄
養
に
気
を

つ
け
た
食
事
を
家
庭
で
も
実
践

し
て
き
た
こ
と
が
元
気
と
健
康

に
つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
「
規
律
正
し
い
生
活
を
心
掛

け
、
一
食
一
食
を
大
切
に
し
て

き
ま
し
た
。
母
の
愛
情
を
受
け

私
が
育
っ
た
よ
う
に
、
私
も
家

族
の
健
康
を
願
い
料
理
を
し
て

き
ま
し
た
。
食
事
は
健
康
の
源

で
す
。
家
で
の
普
段
の
食
事
を

大
切
に
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
」。

　

ま
ち
の
健
康
を
願
い
続
け
る

堀
畑
さ
ん
。
そ
の
優
し
い
笑
顔

は
と
て
も
輝
い
て
み
え
ま
し
た
。

堀畑 アサ さん（田屋町・86歳）
二十八日町生まれ。市の食生活改善活動をけん
引。昭和60年には我が家の食卓コンクールで最
優秀賞も受賞した。民生委員としても長年活動。

Profile

食生活改善活動で厚生労働大臣表彰を受賞Human

きらり

輝く人

普
段
の
食
事
を
大
切
に

子
ど
も
や
地
域
の
た
め

優しい笑顔を広げる堀畑さん



♥おめでとう （　）内は旧姓

９／１６〜１0／１５届け出分（敬称略）

♢誕生おめでとう （　）内は保護者名

被災企業などに資金融資

★本 庁 舎　☎５２−２１１１
★山形総合支所　☎７２−２１１１
★宇部支所　☎５６−２１１１
★侍浜支所　☎５８−２１１１
★山根支所　☎５７−２１１１
※市役所の各課の番号は直通電話
です。また、上記の代表電話から
もつながります

このページでは、くらしに役立つ
情報をお知らせします。

らしの
情報暮

I N F O RMAT I O N

　11月９日㈬～15日㈫、秋の全国火
災予防運動を実施します。期間中は
事業所などへの立ち入り検査や家庭
への防火指導を行います。
　火災から命と財産を守るためには
防火対策が必要です。各家庭で次の
備えをしましょう。
①住宅用火災警報器を設置！
②�寝具やカーテンなどに防炎品を使用 !
③住宅用消火器などを配置！
④隣近所の協力体制をつくる！

問久慈消防署　☎53ー0119

　日本年金機構では、国民年金保険
料の未納がある人に11月～12月に納
付書を送付し、委託業者と連携して
電話での督促や戸別訪問などを行い
ます。未納分がある人は、お早めに
納付ください。
問二戸年金事務所　☎0195ー23ー4111

　11月は労働保険適用促進強化期間
です。労働者を１人でも雇っている
全ての事業主（農林水産業の一部を
除く）は、労働保険（労災保険・雇
用保険）に加入する義務があります。
　労働者の福祉向上と雇用安定を図
るため、忘れずにご加入ください。
問ハローワーク久慈　☎53ー3374

　渡り鳥などの野生動物に餌を与え
たり、飛来地などにゴミを放置する
と、生態系などに悪い影響を及ぼす
場合があります。また餌付けや接触
することによって、野生動物が持つ
病原体が広がる恐れもあります。
　保護のための餌付けなど特別な場
合を除き、野生動物への接触は控え
るよう、ご理解をお願いします。
問林業水産課　☎52ー2122

　ステージ発表や作品展示、作業製
品の販売などを行います。ご来校を
お待ちしています。
▶日時…11月26日㈯９時～15時
▶会場…久慈拓陽支援学校
問久慈拓陽支援学校　☎58ー3004

　市は、久慈都市計画下水道事業（久
慈公共下水道）の変更について県知
事から認可を受けました。次により
関係図書の縦覧を行います。
▶縦覧期間…平成30年３月31日まで
▶縦覧場所…市役所３階・下水道課
問下水道課　☎52ー2152

　平成24年度に行う福祉活動に必要
な機器の購入経費を１～20万円まで
助成します。希望する団体は11月25
日㈮までに申請ください。
▶�対象…ボランティア団体や町内会
など

問久慈市社会福祉協議会　☎53ー3380

　市では、市内の空き家を有効活用
するため、県外からの移住希望者に
空き家情報を提供する「空き家バン
ク」制度に取り組んでいます。
　使い道が決まっていない空き家な
どがある場合は、ぜひお知らせくだ
さい。
問交流促進課　☎52ー2168

▶�申し込み…11月15日㈫まで
問建築住宅課　☎52ー2120
問山形総合支所産業建設課　☎72ー2129

　高齢者、障がい者とその家族が抱
える悩みや困りごとの相談を専門家
が無料で受け付けます。
▶�日時…11月15日㈫13時～17時
▶�面接相談の会場…岩手県福祉総合
相談センター（盛岡市）

▶�相談用電話…☎019-625-0110

　日本政策金融公庫八戸支店では、
東日本大震災で被害を受けた中小企
業者向けの事業資金や、教育資金を
融資しています。対象や利率など、
詳しくはお問い合わせください。

問日本政策金融公庫八戸支店　☎0178-22-6274

　東日本大震災の被災者の火葬費用
について、遺族が負担した分の精算
を行っています。
　申請には火葬許可証の写しや領収
書が必要です。詳しくはお問い合わ
せください。
▶�対象経費…①ひつぎ・骨箱②火葬
場使用料③遺体搬送料など　※葬
儀費用は対象外です

▶申請期限…11月30日㈬消印有効
問県県民くらしの安全課　☎019ー629ー6876

▶�時間…９時～16時
▶�会場…久慈職業能力開発センター
▶�申し込み…２週間前まで
問久慈職業能力開発センター　☎53ー6261

　水道事業者で組織する久慈市管工
事業協同組合では、結成30周年を記
念して無料相談を実施します。申し
込み者に日時を連絡した上で、組合
員が各家庭を訪問します。
▶�相談期間…11月16日㈬～30日㈬
▶�対象世帯…一人暮らしの65歳以上
▶�相談内容…水道管の凍結防止など
　※修理費は実費負担になります

▶�申し込み…11月15日㈫まで
問久慈市管工事業協同組合　☎55ー2267

　歯や口に関する悩みの無料電話相
談です。相談を受け付けた後、19時
以降に、歯科医師が相談者に電話を
して回答します。
▶�日時…11月８日㈫10時～19時
問岩手県保険医協会歯科部会　☎019ー651ー7341

命と財産のため防火対策を

募集
11月は「ねんきん月間」 無料でスキルアップ

福祉の活動に助成金！

空き家を探しています

市営住宅空きあります

高齢者・障がい者の相談

労働保険忘れずに加入を

渡り鳥などの接触控えて

文化祭「拓陽祭」を開催

都市計画下水道事業の縦覧

♦おくやみ申し上げます （　）内は年齢

２０１1.1１.１号� 2２2３� 広報くじ№1３６

●広告掲載に関する問い合わせは㈱レーベル ' ホーム（☎ 52‒0041）まで

お知らせ

住宅名 戸数 　家　賃（月額）
川井団地 １戸 2,900 円～ 4,300 円

コ　　ー　　ス 期　間 定員

ワードビジネス活用Ⅱ 11／ 29㈫・30㈬ 15

パワーポイント企画書作成 12／６㈫・７㈬ 15

被災者の火葬費用を精算

融資上限額 返済期間
事　業　資　金
※震災セーフティ
ネット関連

4,800万円
①運転資金８年
以内②設備資金
15年以内

教　育　資　金 300万円 15年以内

相談

家庭の水道の無料相談

イイ歯デーの電話相談

久慈市社会福祉協議会職員を募集
―   一般事務１人   ―

▶�受験資格…次のすべてに該当①大学
卒業者（短期大学を除く・※）で昭
和 56 年４月２日以降生まれ②社会福
祉士の有資格者（※）③普通自動車
運転免許所持者（AT 限定不可・※）

※�いずれも翌年３月取得（卒業）見込みを含む

▶�申込方法…申込用紙は下記で交付。
申込用紙に資格証明書などを添付し
て直接提出。（代理提出可）

▶申込期限…11 月 16 日 ( 水 )17 時 
▶試験日時…11 月 23 日 ( 水・祝 )10 時～
▶�試験会場…総合福祉センター ( 福祉の村内 )

問久慈市社会福祉協議会☎53-3380
〒 028-0014 久慈市旭町 7-127-3

あーとびる・麦生感謝デー 本年度の開館は 11 月 27 日 ( 日 ) まで。11 月
13 日 ( 日 ) は感謝デーとして入館無料。14 時
からはジャズ＆演歌の演奏会も開催します！

【あーとびる開館日時】
土日のみ 10 時～ 16 時

三世代将棋教室 11 月 12 日 ( 土 )13 時～ 15 時まで、中央公民館で
開催。対象は市内の小学生と一般です。プロ棋士
が指導します。申し込みは 11 月９日 ( 水 ) まで。

問中央公民館
☎ 53 － 4606

11 月は「子ども・若者育成支援強調月間～　育てよう健やかに  支えようみんなで～」
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９
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。
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。
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も
も
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し
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郷
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や
野
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行
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し
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参
加
３
年
目
、
繫
地
区
の
山
野
食
の
会
、

中
居
繁
隆
会
長
は
「
年
々
感
じ
る
祭
り
の

面
白
さ
。
準
備
は
大
変
で
も
、
お
客
さ
ん

が
来
て
く
れ
る
の
が
う
れ
し
い
で
す
ね
」

と
地
域
の
に
ぎ
わ
い
を
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　いとこも一緒に
10人でスタンプ
ラリー。楽しい木
工体験に、おいし
いおそば。今日は
特別楽しいです！

特別楽しい !
Ｉ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｖ
Ｉ
Ｅ
Ｗ

参加３年目の繫地区・山野食の会。野菜やヤマブドウ、
豆腐など地域の自慢の品々を笑顔でＰＲしました

上�　野菜や雑穀などを販売した初参加
の霜畑営農研修館も連日盛況
中　食だけでなく体験なども大人気！
下�　山形の魅力を味わい、自然と笑顔に

沢春奈  ちゃん
（久慈湊小３年）

　霜畑営農研修館
会場の実行委代
表。みんなで張り
切って運営し大盛
況。参加して本当
に良かったです！

参加良かった!

鹿糠信夫  さん
（山形町）

自慢の品々を笑顔で―

ぐ
れ
っ
と
！  

や
ま
が
た
街け

ぇ
ど
ぉ
さ
い

道
祭
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山
形
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ

高橋秀明さんの長男
（長内町）

誂子智之さん、恵美さんの
長男（小久慈町）

誂子晃
こ う

生
せ い

くん（１歳）

　高橋智
と も

之
ゆ き

くん（１歳）▶10月もイベントなどが盛りだくさん。人でにぎわい、活気づ
く姿をみると、震災からの復旧・復興が着実に進んでいることを
感じます▶定置網漁の取材では小袖定置網組合の皆さんに大変お
世話になりました。皆が必死になっていた漁の現場。浜にかける
決意と意気込みに、力強さを感じました▶今月はアワビも口開
け。秋サケ漁とともに、さらに港が活気づいていくことを心から
願います▶中学・高校の県新人大会なども次々と開催。市内生徒
たちも大活躍しています。今月もうれしいニュースが聞こえてき
そうで楽しみです▶寒くはなりますが、熱気は増しそうな11月。
今月も皆さんの”思い”を取材していきたいと思います。（八重桜）




